
- 1 -

議 事 日 程

令和６年第１回浜中町議会定例会

令和６年３月１３日午前１０時開議

日 程 議 案 番 号 議 件

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 議案第２８号 令和６年度浜中町一般会計予算

日程第 ３ 議案第２９号 令和６年度浜中町国民健康保険特別会計予算

日程第 ４ 議案第３０号 令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算

日程第 ５ 議案第３１号 令和６年度浜中町介護保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第３２号 令和６年度浜中診療所特別会計予算

日程第 ７ 議案第３３号 令和６年度浜中町水道事業会計予算

日程第 ８ 議案第３４号 令和６年度浜中町下水道事業会計予算

日程第 ９

閉会中の継続調査の申し出について

(総務経済常任委員会・社会文教常任委員会・広

報公聴常任委員会・議会運営委員会)
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追 加 議 事 日 程

令和６年第１回浜中町議会定例会

令和６年３月１３日午前１０時開議

日 程 議 案 番 号 議 件

日程第１０ 議案第３５号
浜中町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて



- 3 -

（開議 午前１０時００分）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 議 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 前日に引き続き、会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、前日同様であります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 議案第２８号 令和６年度浜中町一般会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第２、議案第２８号の質疑を続けます。

第８款消防費の質疑を行います。

４番三膳時子議員。

○４番（三膳時子君） １９９ページの災害対策に要する経費のうち、２０１ページの１

６節公有財産購入費１３８７万１０００円についてです。

土地購入が計上されていますが、これは防災タワー建設地の土地購入と説明されており

ますが、防災タワーは４か所ということです。そのうちの２か所の購入費と聞いておりま

すけれども、その場所と購入の平米数を教えていただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） １９９ページの災害対策に要する経費のうち、２０１ペ

ージの公有財産購入費の土地購入について回答させていただきます。

これは、議員がおっしゃるとおり、浜中町の津波避難対策緊急事業計画に基づき、避難

想定区域の４地区における津波避難タワーの建設に係る土地購入についてであります。

まず、今計画されている避難タワー４か所のうち、琵琶瀬地区と暮帰別地区については、

現在、町有地でありますので、こちらについての土地購入はありません。今回、土地購入

については新川地区と仲の浜地区になります。

新川地区については、新川西地区の土地でありまして、平米数が４３９１平米です。そ

して、仲の浜地区が３０８３平米となります。

予算の積算根拠になりますけれども、まず、新川地区については、新川地区の宅地評価

額が１平米当たり１５３３円となっております。通常、土地の評価額というのは、土地の

価格の７０％となるのが通例でありますから、逆算して評価額１５３３円を７０％で割り

返した２１９０円が土地取得価格の平米当たりの単価となります。それに先ほどの４３９



- 4 -

１平米を掛けまして９６１万６２９０円が新川地区の取得に係る予算になります。

そして、仲の浜地区については、評価額が９６６円になります。これに７０％を割り返

した１３８０円に３０８３平米を掛けまして４２５万４５４０円となります。この二つを

足して１３８７万１０００円です。

ちなみに、令和６年度に入ってから、不動産鑑定士を入れて適正な取得価格を出しても

らった後に土地の所有者との売買の契約に臨みます。

○議長（落合俊雄君） ３番國井葵議員。

○３番（國井葵君） １９９ページの救急救命対策に要する経費の１７備品購入費の医療

機器購入７１３万２０００円についてお伺いいたします。

こちらは、ＡＥＤ１５台の更新、新規で５台、また、トレーニングキット１台の購入費

とお伺いしております。

更新と新規で計２０台になると思うのですけれども、配置施設はどこなのか、もしかし

たら新たに設置される場所もあるのかなと思いますので、それをお伺いしたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） １９９ページの救急救命対策に要する経費の備品購入費

について回答いたします。

まず、今回の備品購入費については、議員がおっしゃるとおり、ＡＥＤの新規購入、更

新についてであります。

まず、ＡＥＤ本体を新規購入し、今まで未設置だった公共施設に新たに設置する施設が

五つありますので、こちらを説明させていただきますと、熊牛コミュニティセンター、厚

床厚陽地区会館、奔幌戸ふれあい館、貰人会館、円朱別会館の５施設となります。

また、本体更新１５台については、既に設置してある１５か所になりまして、その１５

か所を説明いたしますと、老人福祉センター、町民温水プール、湿原センター、茶内支所、

茶内トレーニングセンター、浜中診療所、浜中農村環境改善センター、霧多布小学校、散

布小中学校、浜中小学校、茶内小学校、霧多布中学校、浜中中学校、茶内中学校、霧多布

高等学校の１５か所でございます。

○議長（落合俊雄君） ３番國井葵議員。

○３番（國井葵君） 現状について把握しました。

更新、新規購入するものについて、機種の変更があるのかをお伺いいたします。

新規のものと更新するものは全て同じ機種のものなのか、現状置いてある機種と新規の

ものでは替えるのか、いろいろとあるかと思うのですけれども、どういった機種のもので、

変更があるのかを伺います。また、仮に変更があった際、使用の勝手などが変わることも

想定されますけれども、使用法の町民へのレクチャー、どのように普及していくかについ

てご回答をお願いします。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、再質問に答えてまいります。
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まず、機種についてですが、浜中町で採用しているものは日本光電がつくっているＡＥ

Ｄであります。

現在、既存の１５か所の設置しているものは３１００番シリーズと言われるものを採用

しているのですが、今回新たに更新をかけるものについては、マイナーチェンジされたも

ので、３１５０番が導入されます。これは、新規で設置する５か所についても同じもので

す。ただ、会社名は変わりませんので、動かし方もほとんど変わりません。

また、町民に対しての周知等についてですが、更新するところでの周知は考えておりま

せんでした。ただ、新規で設置するところについては、町内会、自治会において、いつに

設置しますという周知をさせていただく考えです。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 先ほど３番議員が質問した１９９ページの医療機器購入について

です。

説明の中ではＡＥＤ以外のものを購入するということがなかったでしょうか。私の聞き

違いかも分からないのだけれども、トレーニングキットを１台購入するという話があった

ような気がするのです。もしそうだとしたら、それは何のために購入するのか、そして、

金額は幾らなのか、それをお聞きしておきたいと思います。

次に、その下の災害対策に要する経費の需要費の消耗品費についてです。

霧多布高校が避難所になるということから災害備蓄用品を購入するという説明があった

と思いますが、どういった内容の備蓄用品を購入するのでしょうか。保管場所は、当然、

学校内なのでしょうけれども、避難された方がすぐその場所に行って、避難用具を使える

ように町民にも周知したいと思っておりますので、３階のどの部屋だということがあるの

であれば、それをお聞きしておきたいと思います。

この前、霧多布高校の生徒と懇談をやりました。そのとき、学校で困っていることはな

いかと聞いたら、トイレが非常に汚いという話がありました。避難されたとき、多くの住

民も使うわけですが、水洗化になっているのかどうか、なっていないとすれば、そういっ

た配慮も必要なのかなと思いますので、確認をしていただきたいのです。

私は、体育館が汚いというから、この前の卒業式のときに行って見てきたのですけれど

も、そんなに汚くなかったのです。どういう認識でいるのかは分かりませんが、確認をし

ていただきたいのです。これは、教育委員会にお願いしたいと思います。

次に、災害対策に要する経費のうち、２０１ページの被服費についてです。

４７万７０００円計上されておりますが、この内容について伺っておきます。

そして、その下の公有財産購入費についてです。

室長が大変詳しく、私が聞こうとしていたことを全部話されましたので、これについて

は特にないですが、用地交渉を上手にやってほしいな、予算の範囲内で対応していただけ

ればなと思います。

次に、防災行政無線に要する経費のうち、２０３ページの備品購入費についてです。
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防災用備品として戸別受信機３０台を購入するということで１９１万４０００円の予算

がついております。今年度予算もデジタル戸別受信機３０台とありましたが、今回、増強

するのかどうか、教えてください。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、回答させていただきます。

まずは、１９９ページの救急救命対策に要する経費の医療機器購入、ＡＥＤの関係につ

いてです。

大変失礼いたしました。トレーニングユニットの説明をしておりませんでした。

金額から申しますと１０万３６２０円に消費税を掛けまして１１万３９８２円となりま

す。

トレーニングユニットというのは、主に救急救命講習になりますが、ＡＥＤの講習をす

る際、実際と同じモデルの機械なのですが、電源を入れても電気が流れない、要はデモ機

のようなものです。浜中町では、年に１回、救急救命講習１を行っておりますし、消防で

も救急救命講習が複数回あります。あるいは、学校で児童生徒に使い方を講習するときな

どに使います。

次に、災害対策に要する経費の消耗品費の備蓄品についてです。

今回、備蓄品として購入するものは消費期限切れのものです。その内容ですが、アルフ

ァ米、保存用のようかん、スープ類、粉ミルク、頭痛薬などの医療用医薬品一式で、１２

施設の期限切れのものを更新しようとしているのですが、総額２９万４３３円となります。

次に、議員がおっしゃっていたとおり、霧多布高校が一時避難場所になりますが、３階

の教室の向かい側にある家庭科室において備蓄品を備蓄します。アルファ米、保存水、保

存用のようかん、保存用のパン、粉ミルク、簡易トイレ、カイロで、総額１２７万４７４

６円となります。

また、災害備蓄用品ということで、浜中診療所の備蓄の更新分も含んでおります。これ

は、災害備蓄用ということで、消防費で一括して予算取りをしておりますが、入院患者及

び診療所職員の備蓄分でありまして、アルファ米と補助ゼリーなどで、総額１７万３３４

円となります。

これら全てを足した１７３万５５１３円分を令和６年度予算として計上しております。

次に、２０１ページの被服費の内容についてです。

被服費についてですが、令和６年度新規採用予定職員である男性８名、女性６名の１４

名で今回計上しております。災害対応用作業服の上下１４名分で１８万６１２０円、災害

対応用帽子１４名分で６万３１４０円です。また、災害時、男性職員については雨がっぱ

と長靴を支給することになっておりまして、８人分で１３万６０００円、そして、全職員

にヘルメットを支給することになっておりまして、１４人分で９万１０００円です。

総額４７万６２６０円となっております。

次に、公有財産購入費についてです。
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用地交渉についてはうまくやっていきたいと考えております。

最後に、２０１ページの防災行政無線に要する経費のうち、２０３ページの１７節備品

購入費の内容についてです。

議員がおっしゃるとおり、デジタル戸別受信機の購入ということで、１台５万８０００

円の３０台分で予算を計上しております。

これについては３０台分のみなし計上ですけれども、例えば、マンションに転入された

方などから防災行政無線がついていないということであれば役場に申請してもらいます。

それをもって、我々から浜中無線に取付けをお願いし、新規で取り付けていきます。

実績で申しますと、令和４年度で２９台を新規で取り付けておりますし、令和５年も今

日現在で２９台となっております。このことからいっても、令和６年度も３０台ほどだと

予想しておりまして、３０台分の予算を計上させていただいたところです。

○議長（落合俊雄君） 高校事務長。

○高校事務長（天岡道芳君） 霧多布高校のトイレの件についてお答えをいたします。

霧多布高校のトイレは浄化槽となっております。

また、トイレの洋式、和式の別ですけれども、まず、大便器については、男子トイレは

洋式と和式が一つずつ、女子トイレについては洋式と和式がそれぞれ二つずつとなってお

ります。

汚いということだったのですけれども、掃除の状況は、教員の指導の下、生徒がやって

おります。ただ、現場を確認するほか、どのようにしていくのか、学校側と協議したいと

考えております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １９９ページから２０１ページにかけての被服費についてです。

新規に採用される職員分ということでしたが、男女共同参画社会が言われている中、男

子だけに雨がっぱを出すというのは果たしていかがなものかなと思います。

私は、女性でも長靴をはいて仕事に出る、災害対応をするという機会はあると思うので

すよ。ですから、執行残があれば対応したらどうでしょうか。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、再質問に回答させていただきます。

２０１ページの被服費についてです。

災害対策用の雨がっぱ、長靴についてですが、確かに、近年、女性、男性の区別なく、

全て平等でやるということが求められておりますし、それに向けて町としてもそうした対

応を取りたいと思います。また、女性職員の数が多くなってきているのも事実であります

から、実情として、災害が起きたときに女性職員が現場に行くということも十分に考えら

れます。

新年度予算はこのようにいたしましたけれども、次年度は、そして、金額的にも圧迫す

るような額でもありませんから、全職員に対して支給するということについては前向きに
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検討したいと思っておりますので、ご理解を願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 今、前向きな答弁をいただきましたけれども、災害対策費の全体

の予算の中で、それこそ、物件費同士の流用はできるのです。先ほど執行残を見てと言っ

たのは、結構大きな事業もあるからで、それらをかき集めて、流用をかけて取りあえず買

って、戻すときは補正予算を組めばいいわけです。そんなことで対応できないかどうか、

伺っておきます。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（佐々木武志君） ご質問にお答えをいたします。

今の議員のご指摘に対し、私から申し上げることはできないのですが、新規採用職員の

分ですから、予算上の執行の仕方としては、当然、流用対応ということになろうかと思い

ますけれども、防災対策室と相談しながら、もし措置するということであれば進めていき

たいと思います。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） １９９ページの備品購入費についてです。

３番議員、５番議員も聞いておりましたけれども、再度お聞きします。

更新１５台、新規５台ということでしたが、現在の設置数は幾らかをお答え願います。

また、各町内会でも、設置時には、分団主催で講習なり出前講座なり、共催で講習会を

開いています。ただ、しばらく講習していないと思います。また、新しい世代にも替わっ

ていますので、特にＡＥＤ設置場所においては講習会を開くよう、伺いをかけ、実施すべ

きかなと思います。

いざというときには勇気が要るのですよ。僕たちは講習を受けましたけれども、新しい

世代の方には講習会を受けていない方が多いと思います。でも、命を守れるよう、そうい

う事態に遭ったときに勇気を持って実施できるよう、ちゃんと講習会を開催するよう、お

伺いを立てるべきだと思います。

特に、新しい５か所においても、設置するときは、そこの町内会で講習会を必ず開くと

いう行動を取ってもらいたいと思っていますので、その点についてご答弁を願いたいと思

います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） １９９ページの救急救命対策に要する経費のＡＥＤの関

係についてです。

まず、ＡＥＤを設置している公共施設は、全部で３１か所あります。このうちの１３か

所は小・中・高等学校と保育所の５か所です。あとは、町有の公共施設１８か所です。

また、講習会等についてです。

町では、毎年１回、救急救命講習を実施しております。ほとんどが町職員を対象として

いるのですが、議員がおっしゃられたとおり、５か所の新しい設置箇所の地域住民に対し
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ても自治会配付等で講習をぜひ受けてもらいたいという通知はしたいと考えております。

また、これは消防との協議になろうかと思いますけれども、実際に設置した場所に赴い

て何月何日にやりますということができればいいなと思っております。ただ、まだ消防と

協議しておりませんので、確定的なことは言えませんが、例えば、どこか一堂に会してや

るのか、それとも、各施設に赴いてやってもらうかについて消防と協議したいと思ってお

ります。

私どもとしても使える方を増やしたいという思いはありますから、普及に向けてそうい

った周知活動をやっていきたいと思っておりますので、ご理解を願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ７番渡部貴士議員。

○７番（渡部貴士君） 私も１９９ページの救急救命対策に要する経費の１７番備品購入

費のＡＥＤのことについてお伺いします。

同僚議員が質問してくれたので、大体は把握したのですが、更新するということは廃棄

処分になってしまうのでしょうか。

私も救命講習を受けたことがあるのですけれども、バッテリー部分と体につけるパッド

など、部品が分かれていたかと思います。更新するということはバッテリーが劣化するか

らなのか、セットで替えなければならないとは思うのですが、購入費を購入台数で割り返

すと１台３０万円から３５万円ぐらいですか。高額なので、バッテリーの交換だけにでき

ないものなのか、お聞きします。

また、使っていないけれども、バッテリーの消耗で取り替えるという場合もちろん出て

くると思います。そこで、利用実績を把握していましたら、教えてください。

そして、今、９番議員が質問されましたが、実際に利用するとなると、講習を受けてい

ないとなかなか難しいかなと思いました。消防団の方や学校の先生方は講習を受けている

かと思いますし、町内会館に設置する場合、自治会の方にも講習を受けていただいている

と思うのですが、講習を受けたときに修了書を発行しているのか、ＡＥＤを利用できる人

が実際に町内にどれぐらいいるのか、もし資料がありましたらお願いします。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、１９９ページの医療機器購入の質問に対して

お答えいたします。

まず、ＡＥＤ本体の使用期限について説明させていただきます。

ＡＥＤ本体の使用期限は８年です。浜中町では全部で３１台を持っておりますけれども、

購入した時期及び使用期限のリストは全てそろえております。

次に、議員がおっしゃっていたバッテリーについてですが、使用期限は４年です。です

から、本体を更新する間にバッテリーの更新を１回挟むことになります。ただ、こちらも

設置した時期とバッテリーを交換する時期のデータは全て押さえてあります。

次に、体につけるパッドについてですが、使用期限が２年半です。ただ、こちらも設置

した時期と更新する時期のデータを押さえております。
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それらを踏まえ、新年度に関してはＡＥＤ本体が１５台ということです。

なお、バッテリーの更新はありません。パッドの更新は令和６年度が８台分ですが、こ

れは、備品購入費ではなく、消耗品費で計上しております。

ちなみに、使い捨てパッド交換８か所で９８００円で、全部で１７万２４８０円分とな

ります。

そして、各自治会における講習についてです。

先ほど言った救急救命講習１と言われるものは３時間の講習ですけれども、自治会でこ

の講習を受けたいと消防に申請すれば、消防側で講習を行いまして、その講習に参加した

人に普通救命講習修了証が与えられます。

これは、あくまでも自治会から要請があれば消防が動くということになっていますけれ

ども、今回、新規で設置する５か所においては、我々から、自治会に向けて、どうですか、

こういうものを受けてみませんかとお知らせしたいと思っております。というのも、自治

会側からＡＥＤを設置したいと希望してきたところもありますから、講習を受けたいとい

うことになれば、我々と消防とで協議し、日付を確定して講習を受けてもらいたいと考え

ております。

また、ＡＥＤの実際の使用実績についてです。

大変申し訳ないのですけれども、正確な数字は押さえておりません。ただ、実際に使用

したのは２件くらいあります。ただし、パッドを貼ったけれども、電気を流すまでしなか

った、そう機械が判断したといった事例があって、実際に電気を流した実績はないという

ことです。

大変申し訳ございません。救急救命講習を今まで受けて、普通救命講習修了証を持って

いる町民の方が何名いるかの資料は、現在、持ち合わせておりませんので、後日、議員に

お教えしたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第９款教育費の質疑を行います。

３番國井葵議員。

○３番（國井葵君） 数点お伺いさせていただきます。

まず、２０９ページの小学校管理に要する経費のうち、２１１ページの修繕料２３０万

円についてです。

学校と内容についてご回答をお願いいたします。

そして、その下の工事請負費の校舎等補修工事についてです。

補足説明で霧多布小学校の変圧器の更新とお伺いしておりますが、この詳細の内容につ

いてもご回答をお願いいたします。

次に、２１３ページの備品購入費についてです。

校用備品購入費１２４万２０００円についても内容をお知らせいただければと思います。
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次に、項目としては同じなのですけれども、２１５ページの中学校管理に要する経費の

うち、２１７ページの需用費の修繕料３３１万９０００円についてです。

補足で浜中中学校の外壁の補修とお伺いしておりますが、詳しい補修内容についてお知

らせをいただければと思います。

そして、２１９ページの１７備品購入費についてです。

たしか、補足説明でスピーカーの購入とお伺いしていたかと思いますが、校用備品購入

の内容をお知らせください。

次に、２２１ページの高校管理に関する経費のうち、２２３ページの修繕料についても

お願いいたします。

それから、２２５ページの１７備品購入費についてです。

校用備品購入は、ホースと大型扇風機１０台という補足説明をいただいております。恐

らく、夏場の暑さに向けて準備していただくものかなと思いますが、これについてお伺い

します。

そして、２２７ページの需用費の特別活動費４３万４０００円と学校行事費１２万円に

ついてです。

特別活動と学校行事というのはそれぞれ何に当たるものなのか、また、この費用がどう

いった目的で使われるものなのかをお伺いいたします。

次に、２２５ページの教育振興に要する経費のうち、２２９ページの地域みらい留学事

業負担金についてです。

全国募集に向けての説明会などへの準備金とお伺いしましたが、現時点で具体的に予定

されている説明会の内容や場所などがございましたら、お知らせ願えればと思います。

また、この事業の財源がふるさと納税基金からの繰り出しとなっているかと思うのです

けれども、私が調べてみたところ、高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事業と

いうものがあると分かりました。そこで、その事業との関連があるのかどうかをお伺いで

きればと思います。

次に、２３７ページの１４節工事請負費の文化センター改修工事についてです。

それぞれ建築主体工事、電気設備工事、機械設備工事という補足説明をいただきました

が、主だった内容といいますか、細部については不要ですので、改修前後で明確に変更が

ある点についてお知らせをいただければと思います。

次に、２４１ページの１３節使用料及び賃借料の自動車借上料２００万円についてです。

さきの補正では５０万円の減額でした。しかし、当初は同額がついていたかと思います。

恐らく、スポーツ少年団にバスを出していただいているのだと思いますが、立ち上がりの

経緯や令和５年度の活用実績についてお知らせ願えればと思います。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） ２０９ページの小学校管理に要する経費のうち、２１１ペー

ジの修繕料２３０万円についてお答えいたします。
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まず、学校及び教員住宅の修繕料としまして、１校当たり５０万円の４校分で２００万

円の概算で予算を取っております。そして、ＧＩＧＡスクールの端末修理代として６万円

の５台分で３０万円ということで、合わせて２３０万円の予算となっております。

次に、工事請負費についてです。

この９９万円についてですが、議員が言われたとおり、霧多布小学校の降圧変圧器の更

新工事です。令和２年、全校の変圧器について、低濃度のＰＣＢが含まれていないかを調

査させていただいております。

低濃度のＰＣＢについては令和９年３月末までに処理しなければならないとなっており

ますが、調査の結果、霧多布小学校の１機と散布小中学校に２機の降圧変圧器にＰＣＢが

含まれているということが確認されました。令和５年度に散布小中学校の２機のＰＣＢが

含まれている降圧変圧器は更新しましたので、今回は残る霧多布小学校の１機を更新する

ための予算です。

次に、２１３ページの備品購入費１２４万２０００円についてです。

校用備品購入ということで、１校５万円の４校分で２０万円としております。浜中小学

校のＦＦストーブが壊れましたので、それを購入するために２３万８７００円、そして、

ＮＡＳ購入ということで、散布小学校のデータを記録するハードディスク、俗に言うサー

バーの更新で８０万２７８０円、合計で１２４万２０００円となります。

次に、中学校管理費の修繕料３３１万９０００円についてです。

学校校舎及び教員住宅の修繕料として１校５０万円の３校分で１５０万円です。そして、

ＧＩＧＡスクールの端末の修理があり、３台分の１８万円、また、過去に３番議員からも

ご指摘がありましたとおり、浜中中学校の体育館の外壁が剝がれてきており、通学する子

どもたちに危険が生じるということで改修させていただくため、９７万９０００円を計上

しております。

なお、校務用のネットワークにも一部不具合があり、その改修ということで、浜中中学

校と茶内中学校で６６万円、合わせて３３１万９０００円であります。

次に、中学校の備品購入費についてです。

小学校と同様に、校用備品で１校につき５万円の３校分で１５万円です。そして、議員

が言われたとおり、スピーカー購入です。霧多布中学校の体育館の音響施設が非常に悪く、

音が出ないような状況になっておりますので、体育館及び野外活動といいますか、外での

学校行事でも使えるよう、文化センター等で使っている箱型の移動可能なスピーカーを購

入するために２０万８０００円をつけており、４５万８０００円となっております。

○議長（落合俊雄君） 高校事務長。

○高校事務長（天岡道芳君） ２２１ページの高校管理に要する経費のうち、２２３ペー

ジの修繕料の内容についてです。

年間を通して修繕ができるようにということで、まず、作業機器の整備のための修繕料

１０万円、そして、校舎内外の補修のための修繕料５０万円を計上しております。そのほ
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か、ごみ置場の扉の取替えになります。経年劣化によって腐食が激しく、開閉ができない

ような状態になっていますので、扉の交換をするということです。

それ以外では、野球の練習場の外にビニールハウスがあるのですけれども、そこの扉も

腐食で開閉が困難になっていますので、その交換です。また、バッティングマシンのロー

ラーの交換です。

以上、合計で１７３万６０００円の計上となっています。

次に、備品購入費についてです。

これについては消防用のホースです。前回更新から１０年が経過しており、その取替え

工事で、合計１６本分です。そして、学校管理職の記録用のポータブル機器です。管理職

ですと、重要書類や重要データを扱っていますが、それらはサーバーとは別の場所に保管

するということで、ポータブルの記録機器の購入２台分となっています。また、先ほど言

われた大型扇風機１０台で、おっしゃるとおり、これは暑さ対策のためのものです。それ

以外では、扇風機は可動式ですので、場所によってはドラム延長コードが必要になってき

ますので、２台を購入する予定となっております。

合計で４９万８０００円の計上です。

次に、２２５ページの教育振興に要する経費のうち、２２７ページの需用費の特別活動

費と学校行事費についてです。

まず、特別活動費については、学校で実施しています部活の活動に係る経費、消耗品と

なります。そして、学校行事費については、学校祭や体育祭、体験入学会など、学校で行

う行事に使う経費です。

特別活動費については、先ほど言った部活活動費のほか、浜中学の活動費も入っており

ます。部活動の活動費が２８万４０００円、浜中学の活動費は各学年５万円の３学年分で

１５万円となっております。

合計で４３万４０００円です。

学校活動費は、学校祭、体育祭、体験入学会などの行事で１２万円の計上です。

次に、負担金の地域みらい留学負担金についてです。

こちらは、おっしゃるとおり、全国募集をかける経費となっております。

地域みらい留学ですけれども、一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォームが展開

する事業で、地方の高校へ進学する都会の中学生と全国から生徒を募集する高校生との出

会いを広報、イベントやその出展準備等、財団のサポートを受け、生徒を地方の高校に入

学させて３年間を過ごしてもらうというものです。

地元生徒にとっては、他地域から入学した生徒は新しい多様な文化、価値観を運んでく

れる存在であり、また、適度な刺激や競争を生み出してくれる存在でもあります。このよ

うな同級生と過ごすことで、ふるさとの新たな価値に気づいたり、行事や部活動で学校行

事が活発化することにつながると考えております。

また、留学生にとっては、都市部とは違い、自然が豊かな場所で様々な体験ができ、地
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域住民と触れ合うことで愛郷心を身につけることができ、留学先での高校生活の学びはこ

れからの社会を生き抜く力の成長につながると考えております。

令和６年度については、先ほど言われたとおり、全国募集のための広報活動を展開して

いくことになります。

広報活動は三つございまして、まずは、対面式の合同学校説明会です。これが６月の２

９日と３０日に東京で行われます。また、７月の２０日と２１日は大阪で開催されます。

これ以外に、オンラインでの学校説明会が６月１日、７月７日、８月３日の３回あります。

さらに、テーマ別の学校説明会がオンラインであります。それぞれのテーマが決まってい

まして、それについて学校が集まって説明をするというものでして、５月から１０月まで、

月１回を予定しております。

先ほどの対面式の合同説明会ですけれども、４名で参加する予定となっております。生

徒２名と学校関係者１名、そして、教育委員会高校事務１名の４名です。オンラインの合

同説明会については学校と高校事務、テーマ別の学校説明会については学校で対応するこ

とを予定しております。

その上で、需用費についてですけれども、今回、地域みらい留学負担金ということで１

５７万５０００円を計上しております。この内容につきましては、先ほど言った財団に支

払う負担金が８８万円あります。その中には、先ほど言った対面式の合同説明会の１回分

の出展料も含まれております。

来年度は２か所に行く予定で、もう一か所については追加料金がかかるのですけれども、

２７万５０００円をプラスし、１１５万５０００円を支払って合同説明会に参加しようと

しております。

そのほか、４２万円については、先ほどお話ししたとおり、生徒に説明会に参加しても

らおうと思っていますので、生徒２名分の２回分の旅費となります。

また、地域みらい留学に係るそのほかの経費がありますので、それもご説明します。

まず、生徒が行きますので、先ほどは学校関係者と言いましたけれども、引率も兼ねて

の学校関係者の旅費が必要となります。これは、教育振興に要する経費の旅費の引率旅費

の中で１８万７０００円を見込んでいます。

その他、高校管理に要する経費とはなりますが、職員も行きますので、旅費の普通旅費

でも見込んでおります。東京会場と大阪会場分のそれぞれで２３万３０００円です。

また、需用費の印刷製本費は、学校パンフレットの印刷代１８万２０００円を見込んで

います。そして、役務費の傷害保険料ですが、生徒が行くものですから、何かあったとき

のための傷害保険を掛けるのに８０００円を見込み、計上をしております。

これらで２１８万５０００円の事業費を見込んでおります。

なお、先ほど言われた財源についてです。

デジタル田園都市構想に基づくデジタル田園都市国家構想交付金を申請している段階で

すが、これについては人の流れをつくるという事業でして、都会から地方への人の流れを
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生み、地方から流出しようとする人を食い止め、にぎわいの創出や地域を支える担い手の

確保に努める事業となります。

○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 予算書の２３５ページの総合文化センター管理に要する

経費のうち、２３７ページの１４節工事請負費の文化センター改修工事に伴いまして、現

在の進捗状況と変更点についての質問がありましたので、ご回答します。

まず、変更点ですが、年明け前に皆さんにお諮りしましたひさしの追加工事をさせてい

ただきました。現在はそれのみとなっておりまして、計画どおり進んでおります。

建築主体では、年明け前に屋上の防水と外壁の改修が終了しまして、１２月には足場の

撤去工事をしております。そして、年明けにはサッシの改修、ガラスの交換ということで、

外回りが全て終わりました。その後、内装の壁、床の改修をしている状況です。

電気工事と機械設備についてですが、昨年は調査、部品の調達で、あまり工事は進んで

おりません。新年度に入ってから本格的に照明の設置や受電設備の改修を進めます。そし

て、部屋が整いましたら、暖房のパネルや暖房の配管、衛生設備の改修をしようとすると

ころです。

現在のところは順調に進んでいます。工期は６月１０日までなので、原課としては、で

きれば１０日以内に検定をしてもらい、早くて６月末、遅くても７月上旬にはオープンし

たいなと考えております。楽しみにしていてください。

次に、２３９ページのスポーツ振興に要する経費のうち、２４１ページの１３節使用料

及び賃借料の自動車借上料についてです。

議員が言われたとおり、少年団の活動に対して補助するものです。

経過ですけれども、令和元年に浜中ファイターズという野球チームが町内の全児童の保

護者宛てにアンケートを流しています。スポーツ活動や文化活動をしている中でどういっ

た悩みがありますかというアンケート調査だったのですが、その中で、野球チームも悩ん

でいたのですけれども、ほかの少年団であっても、例えば、土日の大会や練習試合に行く

ため、親が送っていけないという悩みが多くありました。

そんな中、浜中ファイターズが令和元年１２月に浜中町にその旨を支援してもらえない

かという要望書を提出しております。それを受け、令和２年度に規定をつくり、活動の支

援をしております。

実績ですけれども、１月末現在、浜中ファイターズという野球チームは３回利用してい

まして、１０万５４２２円です。アイスピードというスケート少年団も５回利用していま

して２４万２１０７円です。バレーボールチームが１６回利用していまして、６０万９９

２７円となっております。

○議長（落合俊雄君） ３番國井葵議員。

○３番（國井葵君） 小・中学校の修繕箇所及び備品についてはおおむね承知いたしまし

た。
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高校の備品とも関連するのですが、高校で大型扇風機の準備がありました。保育所での

暑さ対策として扇風機で十分なのかということも先日お伺いをさせていただいております。

暑さ対策もそうですけれども、猛暑によって結露してしまうという状況も見られたので、

それの手だてというか、現状でお考えになっていることがありましたら、ご回答をお願い

いたします。

扇風機は、昨年、保護者からお借りしてというような実態もありましたので、設備が十

分なのかという点についてもご回答をお願いいたします。

次に、２２９ページの地域みらい留学事業負担金についてですが、おおむね概要などは

承知いたしました。また、補助金については、今、デジタル田園都市国家構想交付金の申

請をしているということでした。ただ、全国募集というのは、具体的にいつからの開始を

目指しているのでしょうか。今年の霧多布高校の入学予定者が２０人を切っているという

状況でして、全国募集を開始することがいいきっかけになれば大変うれしいなと思ってい

るところです。

同時に、町長から総合学科という構想に関してご提言がありましたよね。これも霧高の

在り方に関連してくるのかなと思っております。そこで、現状での具体的な構想について

です。説明会に行くスケジュールなどは先ほどご提示をいただき、承知したのですけれど

も、学校側の段取りといいますか、体制をどのようにしていくかが実現に向けて一番大事

なのかなと思っています。

例えば、学生の住まい、町内での移動手段、それに医療課題もついてくるかと思います。

総合学科という観点でいえば、系列、特科を何にすべきかはもちろん議論の余地があるの

かなと思っていますが、学びの主体が生徒なので、生徒の考え、思いが存分に反映される

べきかなと考えております。

まだ具体的な進捗やステップがないのかもしれないのですけれども、現状、行政として

考えているものがございましたら、ご提示をいただければと思います。

次に、２３７ページ文化センターの改修工事についてです。

順調に進んでいるということで、私も非常に楽しみにしているところですが、内装のこ

とについて掘り下げてご質問をさせていただきます。１階のロビーの遊び場のスペースを

既存のものから少し拡大するとお伺いしておりまして、その内容なども現状でご提示でき

るものがあればお伺いしたいなと思っています。

過去２年ぐらい、小学生の子たちも学校帰りに文化センターをかなり利用してくれてい

まして、遊び場としての活用が地域に根づいてきたのかなと思っております。おもちゃで

遊べるスペースを委員会の方が用意してくださって、あの場所が町民の集まれる場になっ

ているなと思っておりますが、そうした走り回れるようなスペースはあるのでしょうか。

また、親子が集える場所はあるのか、あるいは、高齢者の方もお散歩のついでに立ち寄

っていただけるような、幅広い年代の方が利用できる施設が望まれていると思います。多

それで、車椅子の方も使える目的トイレはあるのか、または、授乳室やオムツ替えの設備
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などはどうなるのか、更新などの情報がございましたらご提示をいただければと思います。

次に、２４１ページの少年団バスのことについてです。

たくさんの子どもたちが活用できており、大変ありがたい制度だなと思っております。

ただ、現状の規約がどのようになっているのかを詳しく説明していただきたいなと思っ

ております。

というのは、少年団の保護者の方の本当に助かっているという声もある一方、保護者は

引率以外だとなかなか乗れないというような声もお伺いしているからです。そこで、現状、

どのような規定になっているのかということです。少年団活動をしている児童の親が乗れ

るわけではないと思っておりますが、結果的にバスを後追いするということも度々起きて

いるとお伺いしておりましたので、規定が現状どのようになっているのか、利便性を図る

ことができないのかについてご回答をお願いいたします。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） 再質問にお答えします。

まず、校内における湿気の関係についてです。

昨年、ご存じのとおり、非常に暑く、そして湿気もありました。学校によっては、ＰＴ

Ａ役員、また、保護者に相談し、扇風機をお借りしてしのいだというような状況がありま

す。

これについては事務局内でいろいろと協議させていただきました。感染症対策の経費で

取りあえず保健室にはポータブルクーラーを入れさせていただくということで議会に諮り、

ご了承をいただいているところです。

ただ、学校は、部屋数も多いですし、広いのです。そのため、扇風機がいいのか、俗に

言う除湿機を置けばいいのかなど、いろいろと考えられます。

そして、先ほど言われたとおり、教室はある程度湿気が収まっているのですが、廊下や

トイレなどの湿気がなかなか抜けないということもあるみたいです。そこで、どういう状

況なのか、具体的に入ってみて、調査をさせていただいて、扇風機が必要だとして、どの

くらいの大きさのものが必要なのかなどについて検討させていただきたいと思います。

家庭用の扇風機をコロナ対策で購入している学校もありますが、それでは足りないのか

なとも考えておりますので、営業用の大きな扇風機が必要になってくるのかも踏まえ、新

年度に現状を見まして、対応させていただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 高校事務長。

○高校事務長（天岡道芳君） ２２９ページの地域みらい留学の関係についてです。

まず、受入れ時期ですけれども、令和６年度に広報活動をやりまして、その翌年度から

の受入れを考えております。ですから、７年度ということになろうかと思います。

次に、住まいについてです。

先進事例を参考にしながら検討しておりますが、保護者が最も気にするのが生徒の食事

面であろうと思っております。それに配慮すると、民間の宿泊事業者、町内でいいますと
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旅館や民宿を間借りしての下宿が寮のない浜中町にとっては一番合っているのではないか

と考えております。

○議長（落合俊雄君） この質問に関しては、教育長もしくは町長の答弁が必要と思いま

すので、答弁を求めます。

教育長。

○教育長（佐藤健二君） ２点にわたってお話しします。

まず、地域みらい留学のことについてです。

今、高校事務長が説明しましたとおり、令和６年度は全国に向けて説明会を開き、広報

活動をいたしますが、高校の入試要項について、これまで推薦枠がありませんでしたので、

道教委に相談しながら変更させていただきます。

そして、令和７年度から受入れということになりますけれども、これまで地域・教育魅

力化プラットフォームという北海道担当者と１０回ぐらいにわたってこの事業に関して相

談しております。新しく参入した学校では初年度にどのぐらいの受入れがあるのかも聞い

ておりますが、せいぜい１人か２人ということです。

ただし、担当者は、霧多布高校には非常に魅力があって、東京のある首都圏、特に関西

方面では、道東の地域に対して非常に魅力を感じているということで、もしかすると複数

名の入学者がいるのではないかと申しておりました。しかし、住まいが非常に大切になり

ますので、地元の民宿や旅館の方、さらには、商工会の方にも相談しまして、何とか受け

入れる体制ができました。

なお、かなりの人数を受け入れざるを得ないような喜ばしいことになりましたら、急遽

とはなりますけれども、体制づくりを進めていかなければいけないと考えております。

次に、霧多布高校の総合学科に関係することについてお話しいたします。

今、高校あるいは教育委員会ではどのような進捗状況かといいますと、教育委員会内部

である程度の内容について吟味しているところです。特に、町村立の高校で総合学科に向

けて今取り組まれている道内の学校のうち、霧多布高校と同じような規模では、上川管内

に剣淵高校という全校生徒が８０人ちょっとの学校がありまして、１間口で総合学科に取

り組んでおります。

前身が農業高校で、農業をベースとした農業国際系列と未来のしんろ系列と生活福祉系

列の三つがあります。そこで、剣淵高校と連携を取りながら、総合学科の創設に向け、５

月から６月に職員を派遣したいと考えております。

なお、議員が言われたとおり、まずは生徒がどのような学びを願っているのか、そして、

学校の体制づくりについて、カリキュラム変更も視野に入れながら、実際に実現できるの

かも含め、１年間をかけて協議をしていかなければいけないなと思っています。

そして、仮に総合学科をつくるとなりましたら、新年度に話し合って、令和７年度にと

いうわけにもいきません。入試要項を変える場合、１年間の周知の期間がありますので、

早くても令和８年度からの募集になりますことを申し添えます。
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○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦） 文化センターの改修に伴っての再質問にお答えします。

文化センターは、改修前はテレビの前に５メートルか６メートルくらいの遊びのスペー

スをつくったのです。その際、保育所帰りの子どもが親子で来てくれるという状況が見ら

れました。それに、子どもたちは、毎日、同じおもちゃで楽しめるのです。そうしたこと

もあり、親子が集える場所をつくってあげたいということで、今回、図書室とキッズコー

ナーは目玉として改修させていただきました。その面積ですが、ロビーのほぼ３分の１が

キッズコーナーとして生まれ変わる予定でおります。

なお、新しい品目としてはボルダリングがあります。高さは２メートルくらいで、保護

者が支えられるくらいのものを設置したいと考えています。あまり高くしますと安全装具

が必要になるので、それはやめて、小学校の１・２年生くらいの子が使えるようなボルダ

リングとしたいと考えております。

そのほか、議員はご存じだと思うのですけれども、木のおもちゃを新年度予算の備品費

で計上しております。こうしたものを新しいものを取り入れ、迎え入れたいなと考えてお

ります。

図書室も、親子で触れ合う読む場所や広場も増やしましたので、そこと図書室とキッズ

コーナーを使ってもらえればなと思っています。

また、遊べる、走れる場所という話がありました。改修前、大ホールはずっと真っ暗な

状態で、使われていませんでした。そこで、遊ぶかいと聞いたら、遊ぶと言って喜んで遊

んでいた状況も見られました。これは私の案ですけれども、改修し終わったら、空いてい

る日は子どもたちに開放し、走って遊べるようにしたいなと思っております。

そして、高齢者の方もということについてですが、例えば、新聞を読みに来たり、本を

読みに来たり、休んでいたりする方もおります。そのほか、自動販売機にジュースを買い

に来る方もおります。また、今後、図書室にはエアコンが設置されますので、夏場に涼し

んでもらう場所としても活用してもらえればなと思っています。

もう一つは、トイレの関係です。今、文化センターに入って正面がクロークでしたが、

そこを障がい者用のトイレに変えたいと考えております。以前は女性用のトイレの向かい

に障がい者用のトイレがあったのですけれども、そちらは授乳室に変更します。そして、

２階にあったトイレをキッズトイレとして、図書を利用している方々に使ってもらいたい

なと思っております。

次に、少年団のバスの関係についてです。

規定についてですが、町内及び町外でスポーツ・文化活動のため輸送を必要とする町内

の各スポーツ・文化団体が各少年団で次の理由によって利用を図るものとする、ただし、

バスの定員については、原則、参加者及び責任者並びに引率に限るとさせていただきまし

た。

その理由ですが、バス会社に相談したところ、２９人乗りバスが多く使われるといいま
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すか、大型バスはあまり出せないという状況がありまして、そのように想定してやってい

ます。

野球少年団であれば１４人や１５人が乗るということで、席は余るのですけれども、各

自、道具を持っています。野球であれば、バットは自分専用のバットなので、そういった

道具やバックも含めますと、保護者は乗れないという規定にさせていただきました。

ただ、私のところにも乗れないのかという相談はありましたので、そちらは検討したい

と思いますし、少年団の支障のない範囲でということで変えることは可能ですので、検討

させていただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ３番國井葵議員。

○３番（國井葵君） 文化センター等の少年団のことに関しては承知いたしました。

最後に、霧多布高校の全国募集についてです。

課題も多い中ではあるのですけれども、何とかこれが打開策になればいいなと思ってお

ります。

剣淵高校をこれから実際に見に行っていただくということですが、何を特化させていく

のかは１年かけての吟味になるのかなと考えております。最後に、町長から霧多布高校の

ビジョンについて思いなどがありましたら、お考えをお伺いし、終わりたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 町長。

○町長（齊藤清隆君） ただいまのご質問にお答えしたいと思います。

まず、霧多布高校についてですが、将来に向けて総合学科の導入ということで、令和６

年度については、教育長からも答弁がありましたとおり、それに向けた協議の場を持ちつ

つも、最短でも令和８年度からとなります。

いずれにしても、主体となりますのは生徒になりますので、生徒の考え、思いを酌みな

がら、総合学科の導入に向け、剣淵高校との交流もそうですけれども、しっかりと研修さ

せていただきたいと思います。

霧高の存続も含めて考えなければならない時期に来ていると思っていますが、総合学科

というのは、あくまでも町の基幹産業である農業や漁業の担い手、そして、後継者対策の

一環として導入したいと申し上げたところでありまして、導入するとしたら基幹産業に特

化したものとなると思っております。

総合学科を導入している学校におきましては、福祉など、専門の学科を設けているとこ

ろが多いようですが、いかんせん、今、福祉部門は人気がなく、入学生徒がなかなかいな

いという現状もあります。そこで、これから高校に上がるであろう生徒の意見も酌みなが

ら、教育委員会での検討に入ってまいりたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） ２０５ページの育英事業奨学資金給付に要する経費の７節報償費

についてです。

１３２万円の予算は見込み計上という説明をされておりました。この給付金は、基金を
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取り崩し、低所得者世帯の生徒が高校や大学へ進むための支援として返済しなくてもいい

ものだというふうに記憶しているのですけれども、前年度の実績を高校、大学別に、また、

今私が言った制度の内容についても併せてお知らせをいただきたいと思います。

次に、２０５ページの教育活動支援に要する経費のうち、２０９ページの学校記念事業

補助についてです。

新しく４０万円の予算が組まれております。これについての説明では、茶内小学校の１

００周年記念と霧多布小学校統合の５０周年記念の記念事業補助と聞きましたけれども、

正しいかどうかについてお知らせをいただきたいです。また、記念事業を実施する場合の

内容と時期、日程等が決まっているのであれば、お知らせをしていただきたいと思います。

次に、２０９ページの小学校管理に要する経費のうち、２１１ページの委託料について

です。

施設管理清掃委託料ということで４６万円の皆増となっていますが、この内容の説明を

いただきたいと思います。

次に、２１３ページの教育振興に要する経費の需用費の教材費についてです。

８０５万２０００円で、前年度比６７３万円と大幅に増えていますが、増えた要因と教

材費の内容についてお知らせをいただきたいです。

次に、２１５ページの中学校管理に要する経費のうち、２１７ページに工事請負費があ

ればそこで聞きたいと思っていたのですが、今年度まで工事請負費として茶内中学校の門

の外灯設置があったのですが、今回はありません。

議長のお許しをいただいて質問させていただきたいと思うのですが、議長、よろしいで

しょうか。

○議長（落合俊雄君） はい。

○５番（川村義春君） ありがとうございます。

霧多布中学校のトイレ改修工事は１億円ぐらいかかるという話を聞いていましたが、ト

イレの改修が最後まで残ったような感じでしたよね。町内のほとんどの学校が和式から洋

式に変わり、水洗になっている中、霧多布中学校だけが残っています。将来の中学校の改

築も想定されているのでしょうけれども、できるのであれば洋式にするということをそろ

そろ考えていただけないでしょうか。

中学校を卒業し、高校に入った場合も衛生環境がきちんと行き届いているという流れが

いいのかなと思っています。予算措置はないのですが、聞いておきたいと思います。

次に、２２５ページの教育振興に要する経費のうち、２２７ページの負担金、補助及び

交付金についてです。

いずれもふるさと納税基金を活用している事業でありますが、全てについて詳細説明を

いただきたいと思います。３番委員から地域みらい留学事業負担金の皆増、新規で出た分

の質問がありましたから省こうと思っていたのですが、教育長の教育行政執行方針の中に、

入学者確保のための広報活動を展開し、地域密着型で魅力ある教育課程の編成を検討して
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いくということがありました。地域みらい留学事業負担金というのは、まさにこのことだ

と思っています。

今回、新たな仕組みで生徒を募集するということは理解しています。浜中学や企業体験

学習、海外交流、国内視察など、今までずっと積み重ねてきたものも生徒募集には欠かせ

ない重要な要素だと思っているのです。地域みらい留学事業ということで、新しい事業を

これから展開していくことも必要だと思いますが、子どもたちにコミュニケーション能力

をきちんと植え付けるといいますか、人前できちんと話ができる、挨拶ができる、そうい

った子どもたちをたくさんつくることによって浜中町の子どもたちはすごいとなり、霧多

布高校の魅力も発信できるのではないかとずっと思っているのです。報告会があるたびに

アンケートがありまして、もっと頑張れ、一生懸命頑張ってくれ、浜中のために将来は戻

っておいでというようなことを書くのですが、この予算の充実も必要ではないかなと私は

思っています。

例えば、海外交流派遣事業については、オーストラリアに８泊９日で生徒５名が行く、

それから、国内視察研修については愛知県や沖縄県に行くということで、合わせて１２名

の生徒が研修をしてくる、そして、その報告もきちんとされているということで、浜中町

の霧多布高校については大変期待しています。

私は、今回、たまたま卒業式にも出ましたが、卒業生が少ないなと思いました。このた

びも、受験された方も少なく、１５名でしたか、いずれ全員の合格発表がされるのだろう

と思いますが、やっぱり少ないと思うのです。２間口があるのですけれども、それを維持

する、増やすという努力が本当に必要なのだろうなと思っています。

そのほか、補助金の中に遠距離通学補助や生徒のスキルアップ補助があって、在学中に

いろいろな資格を取るということについても応援していますし、修学旅行の補助について

も１９人分を見ているということで、それなりに多くの町費を使っているわけですけれど

も、できることであれば、この補助金を増やし、資格を持って浜中町に戻ってきてもらう

ようなことを考えてほしいと思います。

これは個別の答弁は要らないので、総括的な教育長の答弁をいただきたいと思います。

次に、２３５ページの総合文化センター管理に要する経費のうち、２３７ページの１４

節工事請負費についてです。

これについて３番議員からもお話がありましたけれども、別な角度からお聞きをしたい

と思います。

令和５年度当初予算の継続費の年割額で、６年度分は５８万２１４０円です。その内訳

は、建築主体が２億７２２４万４０００円、電気設備が１億３８０３万６０００円、機械

設備が１億７１８６万円でした。しかし、契約後に継続費の変更がありまして、５億３８

７万３０００円となりました。

変更後の建築主体、電気設備、機械設備の額はそれぞれ幾らでしょうか。

検定後の利用開始についても聞こうと思っていたのですけれども、６月末か７月上旬に
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はオープンすると３番議員からの質問に対して答えがありましたので、それは省略します。

次に、２４１ページの大規模運動公園管理に要する経費のうち、２４５ページの備品購

入費４５４万９０００円についてです。

前年度比４１２万１０００円の増ということで、大きいのですが、聞きましたらランニ

ングマシン２台を購入するというような話でした。ただ、ランニングマシンはありました

よね。たしか、管理室の中にはあったと思うのですが、これは増強ですか。それを確認し

ます。更新なるのか、増強なのか、お知らせをいただきたいです。

次に、その下の農業者トレーニングセンター管理に要する経費の１２節委託料の有害物

質含有調査委託料についてです。

これはアスベストの関係だと思うのですけれども、建設、改修の検討に向けた調査をす

るという説明で、１３５万円ということであります。農業者トレーニングセンターの壁の

色が薄くなってしまって、最初のうちは塗装でどうだという話をしていたのですが、相当

傷んできているので、全面張り替えが必要なのかなというようなことも考えております。

アスベストが入っているかどうかの調査をするということで、それも含めて検討するとい

うことだと思うのですが、改修予定年度についてお知らせをいただきたいです。

最後の質問ですが、すくらむ２１管理に要する経費についてです。

備品購入費５０万円で、皆増です。何とかマシンを購入するという、その前の部分が聞

き取れなかったので、詳しく教えてください。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） ２０５ページの育英事業奨学資金給付に要する経費について

です。

議員が言われるとおり、本町は給付型ということであります。大学生、短大生、専門学

生につきましては月１万１０００円、高校生につきましては月５５００円をお支払いして

おります。

実績ですが、本年度は１３２万円でして、専門学生が３名、高校生が１４名であります。

申請ですが、専門学生は申請３件で決定３件、高校生は申請１５件で決定１４件です。決

定から漏れた１件は、所得制限で引っかかり、該当しませんでした。

ちなみに、同世帯の申請が２世帯、４名ありまして、この２世帯、４名については給付

の決定をさせていただいております。

この予算についてですが、例年、当年度の給付額を予算とさせていただいております。

ですから、次年度、もし申請件数が多く、支給者が多くなる場合は補正予算で対応させて

いただき、学生や生徒に一生懸命勉強してもらいたいと考えてございます。

次に、２０５ページの教育活動支援に要する経費のうち、２０９ページの学校記念事業

補助についてです。

言われたとおり、霧多布中学校の統合５０周年記念事業と茶内小学校の開校１００周年

記念事業にそれぞれ予算化してございます。
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助成要望の状況ですが、霧多布中学校については、記念式典、記念誌の発行、記念品の

作成、学校環境整備、感謝状贈呈、５０周年に絡んだ生徒に関する事業、祝賀会というよ

うな計画で、日にちは令和６年１１月２３日土曜日、霧多布中学校体育館で開催したいと

いうことです。

続きまして、茶内小学校ですが、今上がってきているのは、１００周年記念大運動会、

１００周年茶内小学校コレクション２０２４年、学習発表と書いています。全校児童１０

０名による校区調査及び発表、記念品の作成、学校環境整備というものです。

予算は、それぞれ２０万円ずつであります。

次に、小学校管理に要する経費の委託料の施設管理清掃委託料についてです。

これは、皆増でありますが、浜中小学校のワックスの業務委託であります。

本年度までは、町内で清掃管理業務をしていた釧路市内の業者が地域活動方針の一環で

ワックスをかけていただいておりました。消耗品費でワックスを購入し、奉仕活動でやっ

てもらっていたのですが、来年度からはそういう活動ができないということです。ただ、

長年、ワックスがけにご協力をいただいてきた業者でありますので、引き続きお願いした

いということで、委託業務４６万円で浜中小学校の校舎をお願いすることにしております。

次に、２１３ページの教育振興に要する経費の教材費８０５万２０００円についてです。

来年度、小学校の教科書が替わります。児童の教科書は国から支給されるのですが、先

生方の指導書につきましては自治体で購入し、整備しなければならないとなっていまして、

１校につき１６５万円の４校分で見ています。

指導書で６６８万円となります。そのほか、特別支援の教師用が１万円の２学級分で１

２万円、特別支援学級の児童用が１万円の３８人分を見て３８万円です。そして、例年見

ておりますが、新入生の鍵盤ハーモニカを５０００円の３８人分で２０万９０００円です。

また、小学校３年生の音楽教材としてリコーダー１２００円の４５本分で５万９４００円

です。それから、通常の教材購入ということで、児童数２４５人の１０００円プラス５０

００円の２０学級分プラス１校につき１６万円ということで９８万５０００円を３で割っ

たものを教材費として、残りの３分の２を需用費で見ております。さらに、特別支援学級

については５０００円の１１学級で５万５０００円の２分の１を教材費と見て、残りの２

分の１は消耗品費として計上しております。

合わせて８０５万２０００円となります。

次に、工事請負費として上がっていない霧多布中学校のトイレ事情についてです。

トイレについては、当時、生徒が３クラスもある学年もあったということで、４００人

分の浄化槽でした。建築のほうにも相談し、もし改修するのであれば４００人槽も要らな

い、５０人槽ぐらいのものを新たに設置して、トイレの洋式化することは考えられるとい

うことでした。

ただ、現在、学校適正規模・適正配置検討委員会が進んでいます。私も事務局として参

加して、その状況を見ておりますが、今月の１５日に正式に検討委員会から教育長に答申
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がなされます。立ち会っていた経過から申しますと、小学校については、できるだけ今の

４地区で地域と密着した教育を進めてほしいということです。そして、中学校については、

今言われた霧多布中学校の老朽化が激し過ぎるということがありました。特に、教育の在

り方について、９年を見越した義務教育へと変わりましたので、早いうちに霧多布小学校

との９年を見越した教育課程に取り組んでいったほうがいいという話になっております。

そういった流れでいきますと、恐らく、霧多布中学校を改修して小学校が行くとはなら

ないと思います。逆に、霧多布小学校を改修し、霧多布中学校がそちらに移って、９年間

の教育課程を組んで長いスパンで一人一人の成長を見ていくということになろうかなと思

っています。そのため、来年度、再来年度に霧中の校舎に手をつけてしまいますと、変な

言い方ですけれども、無駄になってしまいますので、そういったものを見越して、逆に霧

多布小学校のトイレの洋式化について検討していかなければならないのかなと事務局とし

ては考えております。

ですから、１５日に答申を受けまして、令和６年度に基本計画をつくり、町内の各団体、

各機関の皆さんに提示し、ご意見をいただきながら、それに基づき、令和７年度からは、

校舎の改修も含め、適正配置、適正規模の学校づくりを進めていきたいと考えております

ので、ご理解をよろしくお願いいたします。

○議長（落合俊雄君） 教育長。

○教育長（佐藤健二君） 霧多布高校に関係しまして、霧多布高校の現状の教育活動、そ

れに伴いまして、地域みらい留学との関係について、総括して私からお答えをさせていた

だきます。

まず、浜中町における霧多布高校の存在意義というのは非常に重要なものでして、私も

教育長をしていまして、小学校、中学校の９年間の義務教育がありますけれども、その後

の受皿といいますか、町内の中学校の卒業生の半数近くが通います霧多布高校があって、

結果的には１２年間で浜中町が求める、これは教育行政執行方針にもありますけれども、

ふるさと浜中に生き、豊かなまちを拓き創造する人づくりということで、小学校１年生か

ら高校３年生までの１２年間、教育行政を執行できるのは非常に有意義なことであります

し、町としても非常に大きな財産だと考えております。

その上で、現在の霧多布高校の活動についてです。

例えば、特色のある浜中学、企業との交流関係、そして、日常のいろいろな授業に関わ

るものがあります。私が浜中町の指導室長として勤めたのがちょうど１２年前になります。

そのとき、霧多布高校では、授業に向かう生徒が半数ほどで、逆に青春を謳歌していると

いうような学校でありましたが、当時の学校長を中心に浜中学を進めていき、毎年、見る

たびに少しずつ本当に充実しているのが分かりますし、それが霧多布高校のよい伝統とし

て受け継がれてきているように思います。

プレゼンテーション能力も本当に高くなってきていますし、それをきっかけとし、日常

のほかの授業でも真面目に向かう姿があり、毎回、授業見学をしてすごく感じております。
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そういうことから、私自身は今の霧多布高校の教育活動を非常に評価しております。た

だ、今は変革の時期にありまして、生徒たちに求められる力はさらに多くなってきており

ます。

それに、霧多布高校には課題もあります。先ほどお話ししましたとおり、町内からの入

学者が１００％なのです。しかし、浜中学の発表を見ますと、新たな視点といいますか、

外からの視点が乏しいのかなと思っております。

霧多布高校を活性化するためには、外からの生徒を受け入れながら、町内からの進学者

と町外からの進学者でお互いに刺激し合って、よい部分を学び合って、幅広い視野でもっ

て物事を見ていくということが高校３年間の中で積み上げていってほしいと思っておりま

す。いろいろとぶつかり合うこともあるかと思います。でも、それで新たな刺激を受けて

大いに学び、活性化してほしいというようなことを思い描いています。

今回の地域みらい留学は、そういう高校教育活動の魅力化、充実化に向けてということ

で、お誘いをお聞きしながら、何とか生かせないかなと考えた次第であります。

○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 文化センターの工事請負費についてご回答いたします。

まず、建築主体工事の当初予算は８億５６２９万５０００円、契約額が７億６１５３万

円となっておりまして、９４００万円ほどの減額となっています。

その理由ですが、壁材を乾式タイルに変更したため、費用が圧縮できたということでの

減額となっております。

続きまして、設備費ですけれども、予算額１億５６６１万８０００円、入札額が１億７

４９０万円で、逆に１８００万円ほどの増となっております。

原因としましては、照明器具の価格上昇と消防火災報知機の追加等があり、増となって

おります。

次に、機械設備につきましては、予算額１億８５６８万円、契約額１億８１５０万円で、

４００万円ほどの減となっております。

続きまして、２４５ページの大規模運動公園の備品についてご説明いたします。

ランニングマシン２台となっています。現在、ランキングマシンは４台ありますが、今

回、更新を考えています。平成１６年に購入したもので、液晶画面が壊れているほか、モ

ーターの劣化等が見られていまして、入替えをしたいと考えております。ですから、合計

４台から変わりありません。

次に、農業者トレーニングセンターの有害物質含有調査委託料についてです。

議員からはトレセンの外壁の改修はどうなのだというお話を以前から伺っておりました

が、財政と協議が調いまして、やっと改修に向けて進めていけまして、次年度はアスベス

ト調査をさせていただきます。これから財政と詰めますけれども、予定では、再来年度に

実施設計を行い、その後、長寿命化改修に向けて改修していきたいと考えております。

続いて、すくらむ２１管理に要する経費の備品購入費についてです。
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スモールカーブという説明だったのですけれども、少年団から要望がありまして、バッ

ティングマシンを１台購入したいと考えています。

○議長（落合俊雄君） この際、暫時休憩いたします。

（休憩 午後 ０時１１分）

（再開 午後 １時１５分）

○議長（落合俊雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

第９款教育費の質疑を続けます。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 午前中に質問した中の１５項目に丁寧な答弁をいただきまして、

誠にありがとうございます。

１点のみ再質問をさせてもらい、あとの項目については全て了解したということで理解

してください。

２０５ページの育英事業奨学資金給付に要する経費についてです。

最初の質問の中でこの制度創設の趣旨についてもお願いしますと言っていたことが漏れ

ていたと思いますので、改めてお伺いします。

それとともに、先ほどの答弁の中で不足する場合は補正をというお答えもいただきまし

たが、その財源についてもお伺いします。

また、その下の基金積立金の基金残高について承知していればお答えをいただきたいと

思います。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） 大変失礼いたしました。

まず、育英奨学基金の関係についてです。

育成事業の寄附者は、ローマ法王となってございます。昭和３５年５月２４日発生のチ

リ地震津波による被害者及び一般町民の方々に対し、ローマ法王に寄附をいただいて、そ

の原資を基に町民の子弟の育英事業に充てる財源として設置しました。

この育英事業に係る経費につきましては、基金を取り崩しながら支給しているところで

あり、金額につきましては令和５年３月時点で２１５１万９０００円となっております。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） ２点ほど質問させていただきます。

２３９ページのスポーツ振興に要する経費の報酬についてです。

スポーツ推進委員報酬で１０７万１０００円が計上されていますけれども、新年度の推

進委員は何名なのでしょうか。また、報酬も若干上がりましたけれども、推進委員の方の

主なスポーツの種目を教えてもらいたいと思います。

また、２４１ページの補助金のスポーツ振興補助についてです。

スポーツ振興には、担当課をはじめ、本当に大変苦労しているかと思います。その中で、

管内、全道、全国の市町村に対しての振興補助です。新年度は２５０万円が計上されてお
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りまして、負担軽減に大きく貢献されていますけれども、この内容について説明願いたい

と思います。

○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 質問にお答えいたします。

スポーツ振興に要する経費のスポーツ推進委員報酬についてです。

現在、スポーツ推進委員は１２名に委嘱させていただいております。予算は１７万１０

００円増となっておりますけれども、委員報酬を７５００円から８５００円に増額したこ

とによるものです。

中身ですけれども、スポーツ推進委員の定例会議を年３回行っております。そして、管

内の理事会、総会、管内の研究集会、管内の研究協議会、全道のスポーツ推進委員の研究

協議会です。このほか、スポーツ推進委員に町内の事業、大会、教室に協力をいただいて

います。その中には、水泳教室、少年団の体力テスト、駅伝、スケート大会、マラソン大

会などがあります。

続きまして、スポーツ振興補助２５０万円についてです。

今年度から５０万円の増とさせていただきました。理由についてですが、コロナ禍が明

けまして、各地で全道大会や全国大会が通常どおり開催されております。その中で本町の

活躍する選手も増えたということで、見込みで２５０万円としております。コロナ禍前は

２５０万円だったので、それに戻させていただいたということです。

次に、実績をお話ししたいと思います。

今年度は、中学校で７大会に２０名が参加されまして、約７０万円を支出しています。

内容は、野球、陸上、スケートです。高校で２大会に９名で、内容は陸上です。少年団で

４大会に３０人で、バレエ少年団とスケート少年団です。そして、個人で２大会に４名で、

空手になります。

金額は、中学校が７０万円、高校が４５万円、少年団が７８万７０００円、個人が２０

万６０００円、合わせまして２１４万４０００円を支給しております。

この実績を受け、また、次年度も活躍する選手が増えると見込みまして２５０万円にさ

せていただきました。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） ２３９ページのスポーツ推進委員の報酬については分かりました。

ただ、今、教員の働き方改革で、部活動が地域に移行されるということで準備を進めて

いると思います。その中ではスポーツ推進委員の方に指導者として今後活躍していただけ

るかなと思いますけれども、我がまちの移行に対しての現時点での進捗状況、そして、ど

のように取り組んでいくのかについてご答弁を願いたいと思います。

次に、２４１ページのスポーツ振興補助についても了解しました。

我がまちから全国大会に出場する選手が年々増えているということでした。僕もスポー

ツが大好きで、そういう方には励ましの応援メッセージなりメールなりを入れ、頑張って
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くださいということを常日頃やっていますけれども、僕の応援メッセージだけでは足りな

いと思っております。

補正予算の審議のとき、５番議員も言われていましたけれども、スポーツなりの全道・

全国大会に行った方に記念品なり、励ましのことを今後していけばいいかなと常日頃思っ

ています。

弟子屈町でしたか、スポーツ奨励表彰ということで、頑張った人に対して賞状及び記念

品を贈呈しているという新聞記事を見ましたけれども、スポーツで頑張った人をたたえる

ということは大事かなと思うのです。それが励みにもなりますし、保護者も我が子は本当

に頑張っているのだということで喜ばしいと思います。

これは今後の検討課題かと思いますけれども、スポーツで頑張った方にスポーツ奨励賞

というものについて検討し、頑張った人をたたえてもらえないか、ご答弁を願いたいと思

います。

○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） スポーツ振興に要する経費のスポーツ推進委員の報酬に

伴っての地域移行についてのご質問にお答えします。

地域移行の本町の取組の現状についてお知らせしたいと思います。

本町では、令和４年１１月に部活動移行業務を担当する職員を配置し、令和５年４月に

児童生徒、教職員及び保護者へアンケート調査を実施しております。５月には浜中町部活

動地域移行検討協議会を設置し、これまでに３回の協議会を開催しております。また、９

月には町内スポーツ・文化団体を対象に地域スポーツ・文化芸術団体交流座談会を開催し

たところであります。

地域移行は教員の負担軽減も目的として掲げられておりますが、本町としては、アンケ

ート結果で約８割の児童生徒がスポーツ・文化活動を希望していること、そしてまた、座

談会で出された意見から、町内の生徒が同じスポーツ・文化芸術活動を選択できるよう、

体験格差を解消するため、環境整備をしていきたいと考えております。

そこで、本町としては、部活動の拠点校方式を取り入れ、少子化で廃部や休部した部活

動にも生徒が参加できる機会を確保するとともに、集約化することで務める教員の負担を

減らしていきたいと考えています。並行して、土日の活動については、地域の団体が担っ

てくれるよう、組織も立ち上げていきたいと考えております。

しかしながら、課題も大きくあります。指導者の確保、指導者の報酬、保護者負担費用、

また、何といっても送迎問題などですが、今後、国の補助、管内の先進自治体の取組を参

考にしまして、浜中町らしいスポーツ・文化活動の環境を整えてまいりたいと思いますの

で、ご理解願います。

次に、スポーツ振興補助に関し、奨励賞についてです。

何年か前にもそういった声をいただいた経過がありますし、本町では１１月３日に町の

功労者表彰と合わせて実際にやった経過もあります。私の記憶では、スケートで全国大会
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へ行った２名に奨励賞を渡しています。そして、平成２３年か２９年か、これは確実では

ないですけれども、野球で全国大会に出場し、優勝した選手にも奨励賞を与えています。

そういったことで、全くやっていないということではありませんので、ご理解を願いたい

と思います。

そして、今回、６番議員からの質問を受けたかるた大会のこともあります。北海道発祥

のかるたということで、最終大会が北海道で終わるということで、今、何とか奨励賞を渡

そうということで町長と協議し、その方向で進んでいきたいと思っています。

各地区ではスポーツ協会が奨励賞を渡しているのが主でして、そういった団体とも協議

しながら検討してまいりたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ７番渡部貴士議員。

○７番（渡部貴士君） １点だけご質問いたします。

２２５ページの教育振興に要する経費のうち、２２７ページの１８節負担金、補助及び

交付金のうち、２２９ページの生徒スキルアップ補助１１９万４０００円についてです。

資格、試験、免許等がありましたら、その種別を、そして、受験された生徒の学年、受

験者数と合格者数、また、当町の学校で試験を受けられるものと釧路や札幌まで移動しな

ければならないものがあるかと思うのですが、試験会場がお分かりでしたらご説明くださ

い。

○議長（落合俊雄君） 高校事務長。

○高校事務長（天岡道芳君） ２２９ページの生徒スキルアップ補助について回答いたし

ます。

この事業は、霧多布高校に在学する生徒の各種模擬試験及び検定試験の受験費用を補助

するもので、生徒の学習意欲の向上とスキルアップの確保に資することを目的としており

ます。

まず、試験の内容ですが、模擬試験につきましては、進学模試ということで、全統共通

テスト模試、全統記述模試、全統プレ共通テスト、ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模

試、駿台・ベネッセ記述模試、大学入学共通テスト模試、総合学力記述模試、総合学力テ

スト、小論文模試、公務員模試、看護模試となっております。

検定につきましては、文書デザイン検定、日本漢字能力検定、情報処理技能検定、プレ

ゼンテーション作成検定、簿記能力検定、実用英語技能検定、実用数学技能検定、社会人

常識マナー検定、電卓計算能力検定、日本語ワープロ検定、パソコン入力スピード認定試

験、硬筆・毛筆書写技能検定、ＧＴＥＣ、危険物取扱者試験となっております。

検定の会場ですが、全て霧多布高校で実施をしております。

受験者数について、今年度の実績で述べさせていただきます。

まず、総合学力テストという１年生と２年生が受験するものがあります。これは全員が

受けることになっていまして、４月と８月、１月に実施します。

四半期ごとに述べさせていただきます。
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まず、第１四半期の４月から６月までです。検定については、２１名が受けており、補

助額は８万８５００円、模試については４名の方が受けており、補助額は４万円です。

続いて、第２四半期の７月から９月までですが、検定については、２７名の方が受けて

おり、補助額は１１万６８００円、模試につては、１４名が受けており、補助額は６万８

８００円です。

続いて、第３四半期の１０月から１２月までですが、検定については、２９名の方が受

けており、補助額は１５万２４００円、模試については、１２名が受けており、補助額は

７万２３００円の補助です。

○議長（落合俊雄君） 先ほどの質問では、検定を受けた結果、合格したしないというこ

とも聞かれていたように思うのですが、それについては答弁できますか。

○高校事務長（天岡道芳君） 今、手元に資料がございませんので、後ほどお伝えいたし

ます。

○議長（落合俊雄君） ６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） まず、２０３ページの教育委員会事務局に要する経費の報償費６

万円についてです。

これは、前年度比１８万円ほどの減となっております。多分、これが先ほど話に出た学

校適正規模・適正配置検討委員会の委員の皆様の報償費かなと理解しています。減になっ

たということは、一応の結論が出たのだろうと思い、聞こうかなと思っていましたけれど

も、先ほどなかなか踏み込んだ答弁をいただきました。

ただ、これは基本計画を策定するための検討委員会であったと理解しております。そし

て、令和６年度にこの計画を策定するのだと思うのですよ。でも、その予算が委託料を見

てもなかったので、もしかしたら委託をかけないで作成するという方向で考えておられる

のか、その考え方を伺っておきたいと思います。

次に、小・中学校に関わることですけれども、２１３ページの報償費のスクールカウン

セラー報償費についてです。

前年度比３２万３０００円の増額となっております。

スクールカウンセラーはとても大事だと思っておりまして、ニュースにもなっています

が、いじめの未然防止という意味では大変重要な役割を担っているのだなと認識しており

ます。

小中高ありますが、年間、どの程度の回数で各校を巡回しているのでしょうか。

また、ここが一番大事なのですけれども、カウンセラーの方が実際に児童生徒から聞き

取った内容です。例えば、悩み、あるいは、いじめの兆候になるようなものを教員及び教

育委員会とどのように共有するシステムになっているのかをお聞きしたいと思います。

同じく、その下の役務費の手数料４３万５０００円についてです。

前年度比２２万８０００円の増になっています。

コロナ禍で修学旅行は計画したけれども、残念ながら実施できなかった場合のキャンセ
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ル料だと理解していたのですけれども、２２万８０００円増となっている要因を説明して

ください。

次に、２２９ページの社会教育事業に要する経費のうち、２３１ページの負担金の総合

文化祭補助２０万円についてです。

前年度比で１３万円ほどの減額になっております。

書き取れていないのですけれども、町が主体となって開催するというようなニュアンス

の発言があったのかなと思っています。１３万円が減となった要因、加えて、その内容に

ついて説明をいただければと思います。

次に、２３３ページ、青少年教育に要する経費の負担金の少年少女国内派遣事業負担金

１８０万円についてです。

これは３０万円ほどの増額で、多分、旅費等の経費の増額になると思うのですけれども、

今年度は、たしか、東京が研修先となっていたかと思います。そこで、新年度に予定して

いる研修先と人数、確定していなくても、予定されている人数があれば人数もお知らせく

ださい。

次に、２４１ページの大規模運動公園管理に要する経費のうち、２４３ページの修繕料

２６０万９０００円についてです。

前年度比８９万６０００円の増となっていますが、新年度に予定している修繕内容につ

いてお知らせをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） まず、２０３ページの教育委員会事務局に要する経費の報酬

の報償費６万円についてであります。

１８万円の減ということですが、議員が言われるとおり、学校適正規模・適正配置検討

委員会に関わる委員の報償費３万円掛ける６人ということで１８万円を今年度は予算化し

ておりましたが、今月の１５日に答申をいただき、検討委員会は終了となりますので、新

年度は予算化しておりません。

なお、基本計画に向けての方向性を答申していただきますので、それに基づきまして事

務局で原案をつくり、教育委員会にお諮りしながら、その後、町民の方々に周知し、意見

を求めていくということになりますので、委託して計画をつくるということは考えてござ

いません。

次に、２１３ページのスクールカウンセラー報償についてです。

今年度、小学校は５１日、１５３時間入っていただいております。中学校は６０日、１

８１時間入っていただいております。

令和６年度は、小学校で４８日、１４４時間、中学校で６０日、１８０時間を入っても

らう予定での予算としております。

これはいじめ防止もあるのですけれども、子どもたちの悩みの聴取となります。たまに

保護者と面談をするというケースもありますし、特別支援学級に通級する子どもたちの状
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況や教育の指導方法を先生方と共有しているというのが大半です。

ケース・バイ・ケースではありますけれども、たまに心に傷を負った児童生徒がいれば、

その子と面談をしたりするのですが、定期的に回っているときは、今言ったとおり、特別

支援学級に在籍する子どもたちの心のケアといいますか、教育方法について、発達の状況

等を含めて指導していただいているところです。

教育委員会としましては、毎月、何月何日に何時間やって、具体的にはこんな感じの内

容でしたという報告書が上がってきますので、それに基づいて把握しております。

次に、その下の役務費の手数料についてです。

議員が言われたとおり、修学旅行のキャンセル料として見てございます。新年度の４３

万５０００円につきましては、次年度に計画しております霧多布小学校の計画を基に金額

を設定させていただいております。

来年度は霧多布小学校と茶内小学校の合わせて５２名の児童が修学旅行を予定しており

まして、その２０％を計上させていただいております。また、中学校の教育振興費でも、

次年度に予定している霧多布中学校の予算書の単価を用い、７万３４５０円の３５人分の

２０％で計上させていただいております。

○議長（落合俊雄君） 高校事務長。

○高校事務長（天岡道芳君） 霧多布高校のスクールカウンセラーの件についてお答えを

いたします。

スクールカウンセラーは、今、１名の方を任用させていただいております。４月は忙し

いのですけれども、５月から３月まで毎月１回の来校です。場合によっては、状況を見な

がら複数回のときもありますが、今のところ、平均して月１回の来校となっております。

なお、１回の来校で３時間のカウンセリングを行っております。

まず、来校日が決まりましたら、生徒に利用者がいないかどうかの確認を取りますが、

今までですと、平均２名の生徒が利用している状況です。

そこでは生徒の悩みを聞いたり、それに伴って先生にも話を聞いたり、場合によっては

保護者の方を交えてお話を聞くこともあります。カウンセリングの来校が終わった後、学

校からはいつに来校したという報告を受けております。

○議長（落合俊雄君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 予算書の２３１ページの補助金の総合文化祭補助につい

てご説明いたします。

文化祭は、例年、実行委員会制でやっていまして、事務局は社会教育係が担っておりま

す。

経過を申し上げますと、本館地区と言って、霧多布地区と散布地区が合同でやっていま

した。そして、茶内地区、浜中地区、姉別地区の４か所で以前は文化祭をやっていました

が、姉別は学校の閉校とともになくなりました。浜中についても以前は学芸会と一緒にや

っていましたけれども、活動する人がいなくなったということで、今は行っておりません。
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昨年は、文化センター改修のため、茶内地区で実施させていただきました。そのとき、

茶内の文化協会の事務局とも話をしたのですけれども、以前は茶内の文化祭で茶内の子ど

もたちの学芸会との共同で作品展示も学校の協力を得てやっていました。しかし、茶内小

学校は独自で学芸会を実施するため、協力できないということになりました。また、今年

は、文化センターもちょうど使えないので、合わせてやりましょうという形で変えさせて

いただきました。

次年度も浜中町一同でやる文化祭をする方向で今のところは考えています。ただ、悩ん

でいるのは、茶内地区と霧多布地区を隔年でやるのか、文化祭はずっとやらないのか、そ

れは文化協会と詰めていきたいと思いますし、そうなった場合、高齢者の方が見に行きた

いとなったときのバス送迎も検討したいと考えておりますが、１地区になったということ

で１３万円減となっています。

次に、青少年教育に要する経費の国内派遣についてです。

昨年に実施しておりまして、小学生９名、中学生２名でした。定員は小学生１２名、中

学生２名だったのですけれども、定員割れの中、実施をしました。今年度の予算は１５０

万円でしたけれども、定員割れしたこともあって、予算は足りました。

ただ、議員が言われるとおり、物価高でホテルの料金も高くなっています。もう一つ、

昨年は貸切バスで実施したことで経費が上がっておりまして、３０万円の上乗せをさせて

いただきました。

なお、新年度も２泊３日で予定しています。同じく関東方面で、東京の浅草やスカイツ

リー、国会議事堂、そして、ディズニーランドを考えております。（発言する者あり）同

じく、小学生１２名、中学校４人です。

次に、大規模運動公園の修繕費についてです。

まず、総合体育館ですが、消防設備の機器補修で３５万８０００円、トレーニング機器

の補修で１６万４０００円です。次に、プールですが、ろ過器循環ポンプがちょっと高く

て８８万円、玄関タイル補修で４２万９０００円です。また、体育館の印刷機の補修で１

６万７０００円となります。

そのほか、トラックの車検で１０万３０００円、スケートリンクの作業車の維持補修で

２０万円、ホイールローダーの特定自主検査で５万３０００円、その他の修繕料として２

５万円とさせていただいております。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（舟橋正誉君） 先ほどの教育振興に要する経費の役務費の手数料に対するご

質問への回答で、予算を説明させていただきましたけれども、２２万８０００円の減額の

内訳についてであります。

修学旅行のキャンセル料ですが、今年度の霧多布小学校の予定で４万１７６９円の５２

人の掛けた２０％の４３万５０００円を来年度の予算として組んでおります。

この２２万８０００円につきましては、修学旅行のキャンセル料は単価を３万５５９８
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円とし、令和５年度の予定数は２９名で、その２０％ということで２０万７０００円とな

り、その差額で２２万８０００円の差額が出たということであります。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１０款交際費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１１款給与費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１２款予備費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、歳入、予算書１０ページの第１款町税の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第２款地方譲与税の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第３款利子割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第４款配当割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第５款株式等譲渡所得割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第６款法人事業税交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第７款地方消費税交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第８款環境性能割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第９款国有提供施設等所在市町村助成交付金の質疑を行い

ます。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１０款地方特例交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１１款地方交付税の質疑を行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １５ページの普通交付税について伺います。

説明を聞き取れなかったので、それを確認する意味で質問させていただきます。

普通交付税は、地方財政計画の伸び率で決まってくると思います。基準財政収入額から
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需要額の隙間分が交付されるということで認識しておりますけれども、実際、地財計画で

伸びたのかどうか、伸びたのであれば何％伸びたのか、また、３３億２０００万円の予算

計上としていますけれども、留保財源が幾らだったのか、改めてお聞きしておきたいと思

います。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（佐々木武志君） １１款地方交付税の普通交付税のご質問にお答えを申

し上げます。

まず、１点目ですけれども、地方財政計画の伸び率については０．５％で算定をさせて

いただきました。その算定した結果の数字が３４億６００万円という数字になります。

今回の普通交付税の算定におきましては、留保財源２．５％で、１００万円未満を切り

捨て、８６００万円で留保財源を確保しているところでございます。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１２款交通安全対策特別交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１３款分担金及び負担金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１４款使用料及び手数料の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１５款国庫支出金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１６款道支出金の質疑を行います。

６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） ２５ページです。

歳出で探せなかったところがあったのですけれども、一番下のヒグマ春期管理捕獲支援

事業補助９万４０００円についてであります。

これは、道が実施する春期管理捕獲に対する補助だと思います。あくまで道が主催とい

うことなのですけれども、新聞によりますと、浜中町でもこの事業が実施されるというこ

とが報道されております。

本町でどのような形で実施されるのでしょうか。もう既にやっているのかどうか、場所

と期間等も含め、お知らせをいただければと思います。

ちなみに、根室市も同様に春期管理捕獲を実施するというような報道もありました。新

聞によりますと、根室は若手のハンターを育成していくという目的も兼ねて実施するとい

うことのようです。

当町ではヒグマ捕獲の熟練したハンター数が限られており、育成も必要かなと思うので

すけれども、この点についての考え方があればお知らせください。



- 37 -

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ２５ページのヒグマ春期管理捕獲支援事業補助の内容について

お答えします。

実際、報道では春熊捕獲となっておりますが、実際に行う内容は道の春期管理捕獲計画

に基づき行うもので、最近、人とヒグマのあつれきが生じ始めた状況を踏まえ、人里周辺

に生息、繁殖するヒグマの低密度化を図ることを目的としてございます。

浜中町におきましては３月２２日を予定しております。厚岸の猟友会と合同で行う予定

で考えており、場所につきましては、人里から半径５キロメートル以内を基本とし、１０

キロメートルまで拡大できるとあるものですから、浜中と厚岸の警戒を基本としながら、

海岸線沿いの道有林内も考えているところでございます。詳細を言えば、今のところ、糸

魚沢林道を基本に考えております。

次に、ハンターの育成についてです。

浜中町では、今回、７名が出動する予定ですけれども、実際に熊の捕獲に携わった人間

はそのうち３名です。逆に、厚岸のほうは捕獲にたけたハンターが多いということで、そ

ういったスキルを共有すべく、今回、合同で行うものでございます。

先日お話しされたドローンの話も出ましたけれども、今回は厚岸町のドローンをお借り

して上空からの捜索も行う予定です。

そして、若手のハンターの育成についてです。

まず、ヒグマ捕獲の許可書が出される者はライフルを所持している者ではないというこ

とから、今回、ヒグマに従事できる者で若手は今のところはおりません。ただし、若手で

はない熊駆除に未経験な方もいるものですから、まず、そちらの方が経験を積んだ上でと

考えております。

なお、３月に１回、４月に１回を予定しております。

北海道の補助につきましては、補正で上げた昨年分、今回予算計上したのは４月分です

ので、その際に引き継いでいただけるといいなと思っております。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） ２７ページの下から６番目の地すべり区域維持管理事業点検整備

委託金１１万円についてです。

これは、町で委託され、調査なりをしているかと思います。我がまちにおける地滑り危

険箇所、いろいろと区分があると思うのですけれども、区分別に何か所あるのかをお答え

願いたいと思います。

また、調査、点検は土木課で実施していると思いますけれども、年に何回されるのか、

いつどのような点検をされているのか、その点についてご答弁を願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ただいまのご質問についてお答えします。

ここでいう地すべり区域というのは、農地、海岸保全の部分ということで、担当として



- 38 -

は農林課となります。

場所としましては、下海岸、俗に言う仙法志海岸の上部に農地があるところです。そこ

の管路の管理を北海道から委託されて行っております。

回数ははっきり覚えていませんが、春先と秋口です。昨日、６番議員の質問へも答弁し

ましたが、ドローンでの管路の調査というのはここのことでして、そういうことでご了承

願います。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） あわせて、先ほど質問しました町内の危険箇所について土木課よ

りご答弁願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） ただいまの質問にお答えいたします。

浜中町地域防災計画においては、土砂災害警戒区域のうち、ただいまおっしゃった地す

べりが１か所、急傾斜地の崩壊が３５か所、土石流が１８か所の計５４か所となっており

ます。また、山地災害危険地区として、山腹崩壊が３６か所、崩壊土石流出が１１か所の

合計４７か所となっております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１７款財産収入の質疑を行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） ２８ページの財産貸付収入のうち、２９ページの町有住宅料ほか

現年度分３６７万５０００円についてです。

４万８０００円の増になっておりますが、この前、医師住宅を町有財産として取得して

いるはずです。その家賃収入がここに入ってくるのかなと思うのですが、そういう認識で

いいのでしょうか。違うのであれば、どこに家賃収入として入ってくるのか、お知らせを

いただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 今のご質問にお答えします。

加藤所長からは住宅の家賃収入はいただいておりませんし、今回、令和５年度に取得し

た高松医師のための医師住宅についても家賃収入はなしということで、一般会計の収入に

は含まれておりませんし、特別会計にも出てきません。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 私は、そういう認識ではなかったものですから、特別会計にもな

いですし、一般会計かなということで聞かせていただきました。

話のついでですから質問しますけれども、高松医師の住宅の今の状況についてです。快

適に過ごされているのかどうかだけ聞いて、終わりたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。
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○診療所事務長（中山正教君） まず、３月２日に高松医師は引っ越しをされましたが、

住宅が暖かいので、すごく助かりますという回答をいただいております。また、昨日、お

子さんとご両親も来まして、すごくいい住宅だということでお褒めをいただいたので、満

足しているものだと把握しております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１８款寄附金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第１９款繰入金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第２０款繰越金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第２１款諸収入の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第２２款町債の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、各表の質疑を行います。

第２表繰越明許費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 次に、第３表債務負担行為の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、第４表地方債の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第２８号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第２８号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 議案第２９号 令和６年度浜中町国民健康保険特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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○議長（落合俊雄君） 日程第３、議案第２９号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第２９号令和６年度浜中町国民健康保険特別会計予算につい

て、提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億７５２２万６００

０円と定め、前年度当初より約１．１％、１３４０万２０００円の減額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げますと、歳出１款総務費では、国保事業

の運営及び国保税の賦課徴収などの事務的経費で６８６万６０００円、２款保険給付費は、

診療機関に対する給付費や高額療養費、出産育児一時金などで７億５７０６万２０００円、

３款国民健康保険事業費納付金は３億８８９９万６０００円、４款保健事業費は、健康づ

くり事業、特定健診等に要する経費や医療費適正化特別対策事業に要する経費などで１９

８０万２０００円、５款諸支出金は、保険税還付金で１５０万円、６款予備費で１００万

円を計上しております。

一方、歳入につきましては、１款国民健康保険税は、３億３５５４万１０００円、２款

道支出金は、歳出の保険給付金給付費分の普通交付金と特別交付金で７億８４１９万１０

００円、３款財産収入は、国保財政調整基金の積立利息１０００円、４款繰入金は、国保

税の軽減額、保険者支援分、出産育児一時金分及び事務費分で５５０２万６０００円、５

款繰越金は、科目設定で１０００円、６款諸収入は、後期高齢者の健診に係る後期高齢者

広域連合からの負担金などで４６万６０００円を計上しております。

なお、本予算につきましては、去る２月１６日開催の令和６年第１回浜中町国民健康保

険運営協議会に諮問し、答申をいただいているところであります。

また、令和６年度の保険税率等の改正につきましては、北海道の標準税率を参考として、

地方税法等の改正と財政状況を見極めながら、所得が確定した後、６月定例会においてご

提案させていただきます。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） 予算書の１ページをお開きください。

議案番号を２９と、提出日を６日と記入願います。

議案第２９号令和６年度浜中町国民健康保険特別会計予算について補足をご説明いたし

ます。

令和６年度浜中町国民健康保険特別会計の予算は、第１条で歳入歳出予算の総額を１１

億７５２２万６０００円と定めようとするものです。

第２項では、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予

算によるとしております。
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次のページの第１表歳入歳出予算及び４ページの歳入歳出予算事項別明細書は説明を省

略させていただき、説明の便宜上、歳出から説明いたします。

１０ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費４９７万３０００円は１０１万２０００

円の減で、共同電算化に要する経費４５１万円は、委託料、北海道国民健康保険団体連合

会へのレセプトなどの電算処理委託料、負担金は、国民健康保険事務に関わるシステム負

担金で、国民健康保険保険者ネットワーク負担金、北海道クラウド運用負担金など、一般

事務に要する経費４６万１０００円は２４万２０００円の減で、旅費は国保各システム操

作説明会等の普通旅費、需用費２万１０００円は国保関係法規追録の見直しなどで１６万

４０００円の減、基金積立金２０００円は国民健康保険財政調整基金の利子積立金、２目

連合会負担金５３万９０００円は前年度同額で、１３ページの北海道国保連合会負担金と

なります。

２項徴税費１目賦課徴収費１１４万８０００円は２万７０００円の減で、保険税賦課徴

収事務に要する経費は、徴収業務用の公用車燃料費などの経費、納税通知書作成及び郵便

料など、３項１目運営協議会費２０万６０００円は１万８０００円の減で、国民健康保険

運営協議会に要する経費は委員報酬及び費用弁償などとなります。

２款１項保険給付費１目療養諸費については、北海道参考値を基に算出、療養給付費６

億４２９７万円は２９７万円の増で、１５ページの療養費２７３万３０００円は４６万７

０００円の減、診療報酬審査に要する経費２０６万５０００円は４６万５０００円の増、

２目高額療養費１億１４１万４０００円は４１万４０００円の増で、北海道参考値を基に

算出、高額介護合算療養費１５万円は前年度同額、３目移送費６万円は前年度同額、４目

出産育児諸費６５０万円は１５０万円の減で、出産育児一時金１件当たり５０万円の１３

件分を見込み計上、５目葬祭諸費４５万円は前年度同額、１７ページの６目傷病手当金７

２万円は前年同額となります。

３款１項１目国民健康保険事業費納付金３億８８９９万６０００円は１１８５万７００

０円の減で、北海道が算出した令和６年度の医療費分、後期分、介護分の事業費納付金と

なります。

４款１項保健事業費１目保健衛生普及費１６４万１０００円は１３万４０００円の減で、

健康づくり事業に要する経費は、医療費通知、人間ドック健診助成、一般会計繰出金は、

国保加入者のインフルエンザ予防接種及び肺炎球菌予防接種経費相当分、２目疾病予防費

１３５万円は２４万３０００円の減で、疾病予防事業に要する経費は４０歳未満の若年及

び７５歳以上の後期高齢者の検診等委託料、１８ページの２項１目特定健康診査等事業費

１０８６万４０００円は２０万４０００円の増で、特定健康診査等に要する経費は特定健

診実施に係る関連経費を計上、北海道自治体情報システム協議会負担金は、特定健診改修

費用及び健康カルテ予約データ取り込みの費用、３項１目医療費適正化対策事業費５９４

万７０００円は４６万６０００円の減で、医療費適正化特別対策事業に要する経費は、２
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１ページの医療費適正化事業委託料ほかとなります。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険税還付金１５０万円は、保険税過誤納

還付金で前年度同額、２目償還金は皆減となります。

６款１項１目予備費１００万円は前年度同額、歳出合計は１１億７５２２万６０００円

で、前年度と比較し、１３４０万２０００円の減となります。

２２ページの給与費明細につきましては説明を省略させていただき、次に、歳入を説明

いたします。

６ページをお開きください。

歳入１款１項１目国民健康保険税は、退職者医療制度の廃止により目名を変更、３億３

５５４万１０００円は１９６６万７０００円の減、医療給付費分現年課税分２億２４６７

万５０００円は１５７８万７０００円の減で、北海道算定額から示された納付金の保健事

業費等を加算、保険者努力支援分などの収入を減算し、収納率９６％で保険税収納必要額

として計上、後期高齢者支援金分現年課税分７３５６万９０００円は１６８万８０００円

の減で、北海道算定額を計上、介護納付金分現年課税分３３６１万１０００円は７５万円

の減で、北海道算定額を計上、医療給付費分滞納繰越分２４７万３０００円は３０００円、

後期高齢者支援金分滞納繰越分８３万４０００円、介護納付金分滞納繰越分３７万９００

０円は前年度実績額の８５％で計上、退職被保険者等国民健康保険税は皆減となります。

２款道支出金１項道補助金１目保険給付費等交付金７億８４１９万１０００円は３８３

万９０００円の増、普通交付金７億５６３４万２０００円は１８８万２０００円の増で、

歳出における保険給付費に対応する交付金、特別交付金、保険者努力支援金分１３９３万

２０００円は、医療費適正化などの取組に対する交付見込み分、特別調整交付金分３１３

万円は見込み計上、北海道繰入金９４３万４０００円は、医療費適正化及び収納対策の取

組等に伴う繰入金、特定健康診査等負担金１３５万３０００円は、特定健診及び詳細健診

の費用の法定負担分を計上するものとなります。

３款財産収入１項財産運用収入１０００円は国民健康保険財政調整基金の利子分を計上

しております。

４款繰入金１項１目一般会計繰入金５５０２万６０００円は２７９万１０００円の増で、

保険基盤安定繰入金軽減分２６０２万７０００円は保険税の７割、５割、２割の軽減分で

北海道から示された算定額を計上、保険基盤安定繰入金支援金分１５１７万４０００円は、

保険税の軽減対象者に応じた財政支援分で、北海道が示された納付金算定結果に基づいて

計上、保険基盤安定繰入金（未就学児均等割分）１４１万５０００円は見込み計上、産前

産後保険税繰入金は保険税の軽減見込額を計上するものとなります。

○議長（落合俊雄君） 会議を中止します。

（休憩 午後 ２時３４分）

（再開 午後 ２時３５分）

○議長（落合俊雄君） 会議を再開します。
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○保険課長（渡部直人君） ５款繰入金１項出産育児一時金４３３万４０００円について

は見込み計上となっております。

８ページの繰越金につきましては前年度同額を計上、諸収入につきましては前年度同額

を計上しております。

歳入合計１１億７５２２万６０００円、前年対比１３４０万２０００円の減となります。

以上、議案第２９号の補足説明とさせていただきます。

よろしくご審議くださいますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（落合俊雄君） これから議案第２９号の質疑を行います。

歳入歳出一括で行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 国保会計全体についてお伺いします。

令和６年度の国保会計の税額決定は６月だろうと思うのですが、限度額や課税額の変更

があるのかどうか、それをお聞きしたいと思います。

それから、１５ページの出産育児一時金についてです。

６５０万円の予算でありまして、１５０万円減っています。人数が減ったからでしょう

し、予算は１３件の５万円で分かっていますが、減った理由をお聞きします。

次に、１７ページの国民健康保険事業費納付金についてです。

３億８８９９万６０００円ということで、前年度比１１８５万７０００円減っています。

納付金については、北海道が市町村ごとに標準保険税率を算定して公表されたものを参

考に予算計上されていると思うのですが、その概要について説明をいただければありがた

いです。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） まず、令和６年度の国保保険税に関わる変更点についてお答

えしたいと思います。

これにつきましては、現在、国で審議されておりますけれども、地方税法の関連と政令

の改正が年度末までに行われるということになります。

主な点では２点あります。

まずは、限度額の改正です。

限度額につきましては、後期高齢者支援金課税分の課税が現行の２２万円から２４万円

へと２万円引き上げられます。基礎課税分６５万円と介護納付金分１７万円については据

置きとなりますので、現行の１０４万円の限度額合計が１０６万円となります。

そして、中間所得の負担軽減ということで、国民保険税の軽減措置に係る判定所得です

けれども、５割軽減の判定に使われる１人当たり２９万円が５０００円引き上げられ、２

９万５０００円となります。

それから、現行、２割軽減の分で３５万５０００円となっているものが１万円引き上げ

られ、５４万５０００円ということで、軽減措置の拡充が図られます。
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次に、１５ページの出産育児一時金の内容についてです。

これにつきましては、北海道の算定基準に基づき、過去３年の分で計上させてもらって

いますが、令和５年度は国保の方の出産が１月末で１１件となっております。そこで、実

状に近い数ということで１５件の予算計上とさせていただいています。

国保は、社会保険の加入が多いものですから、最近、凸凹が多い感じがしています。出

生数は国保のほうは若干戻ってきたのかなという感じですけれども、過去３年間の数字を

参考に、毎年、状況を見ながら予算措置させていただきたいなと思っております。

次に、１７ページの国民保険事業費納付金についてです。

今回、全体で前年度比１１８５万７０００円減となっております。

内訳をお話しさせてもらいますと、医療費分で２億６７２３万５０００円、後期分で８

４３８万４０００円、介護分で３７３７万７０００円、合わせて３億８８９９万６０００

円となっております。

この金額についてですが、平成３０年度から国保が都道府県化になりまして、負担の在

り方としては、まず、北海道全体の医療費を計算した上で、浜中町の加入者の状況、所得

の状況、当町では３年間の状況もあるのですけれども、その占める割合を浜中町の分の負

担として税として賦課しなければならない額ということで、この分を北海道に納付し、全

道でプールして北海道全体で出し合っているという仕組みになっております。

浜中町は、ご存じのとおり、１次産業のまちなので、所得の階層では高く、北海道全体

でいうと支える側に入っているかなと思います。

この仕組みの中で、保険税は、最終的に北海道から示された率を参考に６月の所得状況

も見ながら、繰越金、また、最後は収納努力で剰余金が出た場合はそれを減税の財源とし

て、５月の国保運営協議会で協議させてもらった上で議会にお諮りすることになるかと思

います。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １７ページの納付金については、税が確定しても、この金額を北

海道に収めればいいという解釈でいいですか、確認の意味でお願いします。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） 納付金については、その年度は確定となります。医療費の増

減などで、翌年度、全体の収入状況で変わってくるということはありますけれども、あく

までも年度当初に示された額から変更はありません。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第２９号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。
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これから議案第２９号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 議案第３０号 令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第４、議案第３０号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３０号令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて、提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ８３７７万６０００円と

定め、前年度当初より約６％、４７６万９０００円の増額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げますと、歳出１款総務費では、一般事務

に要する経費などで１２５万円、２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入の保険料及

び広域連合職員の人件費などの市町村負担金で８２４２万６０００円を計上、一方、歳入

につきましては、１款後期高齢者医療保険料では５８７１万２０００円で、内訳は、現年

度特別徴収保険料３５６９万円、現年度普通徴収保険料２２８２万円、滞納繰越分普通保

険料２０万２０００円、２款繰入金２５０６万円で、内訳は、保険基盤安定繰入金２０２

２万７０００円、事務費繰入金で４８３万３０００円、３款繰越金１０００円、４款諸収

入３０００円は、いずれも科目設定による計上であります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） 予算書の２３ページをお開きください。

議案番号を３０と、提出日を６日と記入願います。

議案第３０号令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算について、補足をご説明申

し上げます。

令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計の予算は、第１条で歳入歳出予算の総額を８

３７７万６０００円と定めようとするもので、第２項では歳入歳出予算の款項の区分及び

当該区分の金額は第１表歳入歳出予算によるとしております。

次のページの第１表歳入歳出予算と２５ページの歳入歳出予算事項別明細書につきまし

ては説明を省略させていただき、説明の便宜上、歳出から説明いたします。
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２８ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費５０万円は１７万５０００円の増で、一

般事務に要する経費は、会議出張旅費、被保険者証の郵送料など、２項１目徴収費７５万

円は６０００円の増で、保険料賦課徴収事務に要する経費は、納付書、保険料決定通知書

の作成・郵送費用などです。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金８２４２万６０００円は４５８万８０００

円の増で、後期高齢者医療広域連合負担金として、広域連合の概算に基づき事務費負担分

と保険料負担分、保険料軽減分に係る保険基盤安定分を計上しております。

３款１項１目予備費１０万円は前年度同額です。

３０ページの歳出合計は８３７７万６０００円で、前年度と比較して４７６万９０００

円の増となります。

次に、歳入を説明させていただきます。

２６ページをお開きください。

１款１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料３５６万円は２０９万１０００円の

増、現年度分特別徴収保険料は北海道後期高齢者広域連合の通知に基づき、特別徴収分の

概算保険料を見込み計上、２目普通徴収保険料２３０２万２０００円は１４６万３０００

円の増、現年度分普通徴収保険料２１８２万円は保険料調定見込額に収納率９８％で計上、

滞納繰越分普通徴収保険料２０万２０００円は滞納繰越見込額に収納率５０％で計上して

おります。

２款繰入金１項一般会計繰入金１目保険基盤安定繰入金２０２２万７０００円は１６４

万４０００円の増で、保険料軽減分として一般会計からの繰入金を計上、２目事務費繰入

金４８３万３０００円は４２万９０００円の減で、事務費繰入金は北海道後期高齢者医療

広域連合が示す事務費の市町村負担分と歳出の事務費に関わる繰入金を計上しております。

３款１項１目繰越金１０００円は前年度剰余金で科目設定です。

４款諸収入１項雑入、２項償還金及び還付加算金はいずれも前年同額で科目設定です。

歳入合計は８３７７万６０００円で、前年度と比較して４７６万９０００円の増となり

ます。

以上、議案３０号の補足説明といたしますので、よろしくご審議くださいますようお願

いいたします。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３０号の質疑を行います。

歳入歳出一括で行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 保険料率の関係ですけれども、２年ごとに変わるということであ

ります。令和４年度と５年度で２年間同じ料率が続いており、６年度、７年度が同じ料率

になると思います。多分変わっていると思うのですが、その額についてお知らせをいただ

きたいです。
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○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） 後期高齢者連合の議会で正式に決定になりますけれども、令

和６年度と７年度が、また、限度額については法律の事項の部分で既に方向性が示されて

おりますので、決定ということでお含みください。

１人当たりの均等割につきましては年額５万２９５３円、現行が５万１８９２円ですの

で１０６１円の増、２．４％アップとなります。そして、所得割は、本人の所得に応じて

賦課されるものですけれども、これが１１．７９％、現行が１０．９８％ですので、０．

８１ポイントの増となります。

案では、１人当たりの保険料が北海道全体で９万９９１０円になるというような試算が

示されています。

そして、賦課限度額についてです。実は、おととしの法律改正で、世代間負担というこ

とで、所得のある方に高齢者を負担していただくということで、限度額を大幅にアップす

ることとなっています。現行の限度額は６６万円ですけれども、最終的には８０万円とい

う額が示されています。本来は８０万円にいきなり行くのですけれども、緩和措置があり

まして、６年度につきましては７３万円の７万円アップです。本来は、２年に１回、限度

額が上がりますけれども、７年度も今の予定では８０万円になるので、２年間で１４万円

上がるというような算定になっております。

この決定については、国の法律改正で負担の在り方の見直しがされた中で、限度額につ

いては一定程度の所得のある方の上限の引上げとなっています。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３０号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３０号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 議案第３１号 令和６年度浜中町介護保険特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第５、議案第３１号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。
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町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３１号令和６年度浜中町介護保険特別会計予算について、

提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ５億６６９万８０００円

と定め、前年度当初より約３．５％、１３３４万４０００円の増額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げますと、歳出１款総務費では、介護保険

推進に要する経費などで３１７万４０００円、２款保険給付費は、居宅介護サービス等給

付による経費１億４１９８万３０００円、施設介護サービス給付に要する経費２億１８７

８万７０００円などで４億６４２０万９０００円、３款地域支援事業費では、介護予防・

生活支援サービス事業に要する経費１１２１万８０００円などで３８７５万４０００円、

４款基金費では１万１０００円、５款諸支出金は５万円、６款予備費で５０万円を計上し

ております。

一方、歳入につきましては、１款介護保険料は、第１号被保険者介護保険料１億７９４

万１０００円、２款国庫支出金は、介護給付費負担金７８８１万５０００円、調整交付金

２３２１万円などで１億１６４７万９０００円、３款道支出金は、介護給付費負担金７２

０５万２０００円などで７８６１万９０００円、４款財産収入では、利子及び配当金で１

０００円、５款支払基金交付金で、介護給付費交付金及び地域支援事業交付金で１億２８

９０万７０００円、６款繰入金は、介護給付費繰入金、地域支援事業費繰入金、その他繰

入金及び低所得者保険料軽減繰入金で７４７４万５０００円を計上し、７款繰越金及び８

款諸収入は科目設定であります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） 予算書の３２ページをお開きください。

議案番号を３１と、提出日を６日とご記入願います。

議案第３１号令和６年度浜中町介護保険特別会計予算について、補足をご説明申し上げ

ます。

令和６年度浜中町介護保険特別会計の予算は、第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出

それぞれ５億６６９万８０００円と定めようとするもので、第２項歳入歳出予算の款項の

区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によるとしております。

次の３３ページ、３４ページの第１表歳入歳出予算及び３５ページ、３６ページの歳入

歳出予算事項別明細書につきましては説明を省略させていただき、説明の便宜上、歳出よ

り説明を申し上げます。

４１ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２６８万８０００円は２５４万７０００

円の減、介護保険推進に要する経費１４６万４０００円は２５１万３０００円の減、役務
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費の手数料で主治医意見書作成手数料のほか１０１万２０００円、委託料の訪問調査委託

料１４万７０００円、介護認定審査会に要する経費１２２万４０００円は３万４０００円

の減、４３ページの２項１目賦課徴収費４８万６０００円は前年同額、介護保険料賦課徴

収に要する経費です。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億４５５６万３

０００円で１６７万５０００円の増、居宅介護サービス等給付に要する経費１億４１９８

万３０００円、居宅介護住宅改修に要する経費２８８万円、居宅介護福祉用具購入に要す

る経費７０万円、２目地域密着型介護サービス給付費４１１３万５０００円は３３５万９

０００円の増、４５ページの３目施設介護サービス給付費２億１８７８万７０００円は５

３４万３０００円の増、４目居宅介護サービス計画給付費１６９７万６０００円は前年同

額、５目審査支払手数料３１万１０００円は前年同額、２項高額介護サービス等費１目高

額介護サービス費１３０１万７０００円は７５万２０００円の増、２目高額医療合算介護

サービス等費２４０万円は前年同額、３項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介

護サービス費２６０２万円は２４万円の増です。

４７ページの３款地域支援事業費１項１目介護予防事業費２００万８０００円は２２万

円の減、介護予防事業に要する経費で、業務用車両の燃料費などの経費、介護予防事業に

使用する事務用機器借上料など、５０ページのワクワク健康クラブ活動費補助金は、前年

度まで講師謝金から変更で同額を計上、２目介護予防・生活支援サービス事業費１１２１

万８０００円は２２万７０００円の増、介護予防・生活支援サービス事業に要する経費の

委託料の配食サービス事業委託料要支援分で５７０万３０００円ほか、２項包括的支援事

業・任意事業費１目包括的支援事業費１１３０万４０００円の４３５万６０００円の増は、

包括的支援事業に要する経費で、地域包括支援センター職員３名分の人件費ほか、５１ペ

ージの２目任意事業費６２２万４０００円は１５万９０００円の増、任意事業に要する経

費では、委託料の高齢者分の配食サービス事業委託料５７０万３０００円です。

４款基金費、５５ページの１項介護保険基金費１目介護保険給付費準備基金費１万１０

００円は前年度同額です。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金５万円は前年

同額です。

６款１項１目予備費５０万４０００円は前年同額です。

歳出合計５億６６９万８０００円で、１３３４万４０００円の増となります。

５５ページから５９ページの給与費明細書については説明を省略させていただき、次に

歳入をご説明いたします。

３７ページをお開きください。

歳入１款１項介護保険料１目第１号被保険者介護保険料１億７９４万１０００円は４７

８万７０００円の増、現年度分第１号被保険者保険料１億７８７万６０００円は、歳出２

款保険給付費及び３款地域事業支援事業費の法定負担額を計上、前年度滞納繰越分６万５
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０００円は滞納分で収納率２０％を見込み計上しております。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金７８８１万５０００円の２２５万

７０００円の増は、歳出２款保険給付費の法定負担額を計上、２項国庫補助金１目財政調

整交付金２３２１万円は５６万８０００円の増、歳出２款保険給付費は法定負担額を計上、

２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）３３０万６０００円は５９

万１０００円の増、歳出３款１項の介護予防事業費の法定負担額を計上、３目地域支援事

業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）９８２万８０００円の

１９６万４０００円の増は、歳出３款２項包括的支援事業・任意事業費の法定負担額を計

上、４目保険者機能強化推進交付金５６万円は４３万１０００円の減、及び、５目介護保

険保険者努力支援交付金７６万円は２７万８０００円の減で、いずれも前年度実績額を計

上しております。

３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金７２０５万２０００円の１４３万８０

００円の増は法定負担額を計上、２項道補助金１目地域支援事業交付金（介護予防・日常

生活支援総合事業）１６５万３０００円は２９万６０００円の増で法定負担額を計上、２

目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）４９１万

４０００円の９８万２０００円の増は法定負担額を計上しております。

４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金１０００円は前年同額、介護保険給

付費準備基金利子です。

５款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１億２５３３万６０００円の３０７万円

の増は法定負担額を計上、２目地域支援事業支援交付金３５７万１０００円の６３万９０

００円の増は法定負担額を計上しております。

３９ページの６款繰入金１項一般会計繰入金１目介護給付費繰入金５８０２万６０００

円の１４２万１０００円の増は法定負担額を計上、２目地域支援事業繰入金（介護予防・

日常生活支援総合事業）１６５万３０００円の２９万６０００円の増は法定負担額を計上、

３目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）４９１

万４０００円の９８万２０００円の増は法定負担額を計上、４目その他繰入金３１７万５

０００円の５４９万２０００円の減は事務費繰入金で、歳出１款総務費など補助対象外分

を計上、５目低所得者保険料軽減繰入金６９７万７０００円の２５万４０００円の増は低

所得者の保険料軽減分です。

７款１項１目繰越金から８款諸収入１項延滞金及び過料２項雑入につきましては、いず

れも前年度同額で科目設定です。

歳入合計は５億６６９万８０００円で、１３３４万４０００円の増となります。

以上、議案第３１号の補足のご説明を申し上げましたので、よろしくご審議くださいま

すようお願いいたします。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３１号の質疑を行います。

歳入歳出一括で行います。
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６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） まず、４６ページの高額介護サービスに要する経費１３０１万７

０００円についてです。

要は、これは限度額を超えた場合に支援するという制度だと思うのですよ。お聞きした

いのは、医療もそうなのですけれども、マイナンバーカードを持っていることで、限度額

に対応し、それを超えた場合には医療機関や介護機関のほうで自動的にそういう措置がさ

れるようになっているものなのかどうかということです。そういうサービスがあのカード

に付与されているという自治体もありますので、当町の現状を伺っておきたいと思います。

次に、４８ページの介護予防事業に要する経費の委託料１５万４０００円についてです。

今年度、委託料は発生していなかったのですけれども、新年度に載ってきているのはど

こに対する委託料なのか、内容も含め、説明をいただければと思います。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（渡部直人君） ４６ページの介護サービスに対するご質問です。

マイナンバーカードとの連携ということになると思いますけれども、一般的には、限度

額証を出して、それで給付額の上限ということで、最終的に申請していただきますけれど

も、施設内においては、大体、施設職員が代わりにやっています。ただ、最初に証明書を

取るということになってしまいます。

要は、所得だけではなく、扶養状況や資産など、いろいろと加味しなければならないも

のもありますので、介護のほうはマイナンバーとのひもづけはされていません。

保険証は、基本的に、今年の１２月で新規発行はストップとなります。これは後期高齢

者もそうですけれども、使えなくなる場合もあるので、そこで連携のお手伝いを窓口では

やろうと思っています。

また、今、正式にはまだ来ていませんけれども、保険証をマイナンバーにできないお年

寄りもいるということもあるので、確認証の交付について、今、国で検討されています。

具体的な書式などはまだ把握していないのですけれども、いずれと思っております。

後期高齢者連合は後期高齢者連合で、国保は北海道全体で調整するということになりま

す。そして、普及、利用の促進については、医療機関も含め、今、各保険者がやっている

状況です。

次に、４８ページの介護予防事業委託料１５万４０００円についてです。

これは第一興商に委託している分です。カラオケ機械のようなシステムを入れ、介護予

防の体操を令和５年度からやっているのですけれども、会社から講師を派遣しているので

す。その中身として交通費なども入ってくるのですけれども、その契約について見直しを

して、委託料として出そうということで、財政当局との調整も含め、今回は組替えとなっ

ております。

これは、評判も結構よく、それを活用して進めているところですし、職員の負担軽減に

もつながっているところもあります。
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今まではハツラツ倶楽部わっはっはなど、要は茶内と霧多布が多かったのですけれども、

茶内第三や姉別や浜中などにもその機材を持っていき、活用しています。

講師は霧多布と茶内となりますけれども、リース料も含めて、一体的にこの活動が推進

されているかなと思いますし、引き続き介護予防に力を入れていきたいなと思っています。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３１号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３１号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。

この際、暫時休憩します。

（休憩 午後 ３時１３分）

（再開 午後 ３時４５分）

○議長（落合俊雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 議案第３２号 令和６年度浜中診療所特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第６、議案第３２号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３２号令和６年度浜中診療所特別会計予算について、提案

の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５１３万６０００円

に定め、前年度当初より１０．２８％、３４９８万５０００円の減額となっております。

予算の主な内容を申し上げますと、歳出１款総務費では、浜中診療所管理に要する経費

で、光熱水費及び施設管理清掃委託料など２３３０万４０００円、浜中診療所運営に要す

る経費で、医師、看護師等職員の人件費及び派遣医師への医師謝金など２億４２２４万円、

２款医業費では、医業に要する経費で、医薬材料費及び臨床検査委託料など２０１９万円、

入院患者等寝具に要する経費で、消耗品費及び寝具借上料１３１万４０００円、入院患者

等給食に要する経費で、消耗品費及び賄材料費など３４９万２０００円、３款公債費では、
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地方債償還元金１３２２万３０００円、地方債償還利子１１７万３０００円で１４３９万

６０００円を計上しております。

一方、歳入につきましては、１款診療収入では、入院収入で３２６３万３０００円、外

来収入５５２５万９０００円、その他の診療収入３６３万７０００円で９１５２万９００

０円、２款使用料及び手数料は、予防接種料などで１２８４万３０００円、３款繰入金は、

収支の均衡を図るため、一般会計繰入金で１億９３３５万円、６款町債は、過疎地域自立

促進特別事業債で６４０万円を計上しております。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては浜中診療所事務長より説明

させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 予算書の６０ページをお開きください。

初めに、議案番号を３２、提出日を６日とご記入願います。

議案第３２号令和６年度浜中診療所特別会計予算について補足説明を申し上げます。

令和６年度浜中診療所特別会計の予算は、第１条歳入歳出予算の総額は３億５１３万６

０００円に定めようとするもの、第２項では歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は第１表歳入歳出予算によるものとしております。

第２条では、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は第２表地方債によるものとしてお

ります。

６１ページと６２ページの第１表歳入歳出予算、６３ページの第２表地方債、６４ペー

ジの歳入歳出予算事項別明細書につきましては説明を省略させていただき、説明の便宜上、

７１ページの歳出よりご説明申し上げます。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億６５５４万４０００円は２８６１万

２０００円の減、７２ページの浜中診療所管理に要する経費２３３０万４０００円は前年

度比５７５５万７０００円の減、１０節需用費は、消耗品費や燃料費ほかで１４２７万５

０００円、修繕料１４２万８０００円は、診療所正面玄関自動ドアの修理、調理室シンク

交換など、１２節委託料は、施設管理清掃委託料と建物附属設備保守管理委託料で７７４

万８０００円、１７節備品購入費、施設用備品購入２３万８０００円は、北大医師住宅用

のテレビ、エンジン式草刈り機の購入など、浜中診療所運営に要する経費２億４２２４万

円は前年度比２８９４万５０００円の増、１節報酬は、会計年度任用職員報酬として事務

職員等１１名分で２００４万４０００円、２節給与は、医師２名、一般職１６名のほか、

会計年度フルタイムの看護補助員３名分で９１１６万５０００円、７４ページの３節職員

手当等は、医師一般職及び会計年度フルタイム職員各種手当のほか、会計年度パートタイ

ム職員の期末勤勉手当など７２２７万５０００円、７６ページの７節報償費は、診療所常

勤医が２名になったことから、北大医師派遣の年間日数を例年の半分にしたこと、整形外

科外来の再開が見込めないことなどにより６００万円、１０節需用費は、消耗品費や燃料
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費ほかで１１０万３０００円、被服費６０万３０００円は医師、看護師等の白衣購入、７

８ページの１３節使用料及び賃借料は、事務用機器借上料やシステム使用料ほかで７５６

万５０００円、１８節負担金、補助及び交付金は、退職手当組合負担金ほかで６５３万２

０００円です。

２款１項１目医業費２０１９万円は９００万５０００円の減、１０節需用費は消耗品費

や印刷製本費ほかで１５１９万円、８０ページの１７節備品購入費、医療機器購入８７万

４０００円は、浴室用ストレッチャー、車椅子スケールの購入、２目寝具費１３１万４０

００円は入院患者等寝具に要する経費で１０万８０００円の増、３目給食費３４９万２０

００円は入院患者等給食に要する経費で前年同額です。

３款１項公債費１目元金１３２２万３０００円は１５９万６０００円の増、８１ページ

の２目利子１１７万３０００円は９２万８０００円の増です。

４款１項１目予備費２０万円は科目設定となります。

８３ページから８８ページの給与費明細書、８９ページから９０ページの債務負担行為

の支出予定額等に関する調書、９１ページの地方債の現在高見込みに関する調書は説明を

省略させていただきます。

次に、歳入をご説明いたします。

６５ページにお戻りください。

歳入１款診療収入１項入院収入１目国民健康保険診療報酬収入２７５万円は１２９万８

０００円の増、２目社会保険診療報酬収入５５万円は１５０万６０００円の減、３目後期

高齢者診療報酬収入２６００万円は４０９万６０００円の減、４目一部負担金収入３０７

万８０００円は３５万円の減、５目その他診療報酬収入２５万５０００円は２万８０００

円の減、２項外来収入１目国民健康保険診療報酬収入１３６６万５０００円は２９６万６

０００円の増、２目社会保険診療報酬収入９８１万８０００円は２９９万９０００円の増、

３目後期高齢者診療報酬収入２０８８万３０００円は２３８万６０００円の増、４目一部

負担金収入１０５９万３０００円は２７３万６０００円の増、５目その他診療報酬収入３

０万円は３０００円の増、３項その他の診療収入１目諸検査等収入３６３万７０００円は

７万９０００円の減です。

２款使用料及び手数料１項１目使用料１１７４万２０００円は２６４万６０００円の増、

６７ページの２項１目手数料１１０万１０００円は１４万１０００円の増です。

３款繰入金１項１目一般会計繰入金１億９３３５万円は２９８１万６０００円の増です。

４款１項１目繰越金１万円は科目設定です。

５款諸収入１項１目雑入１００万４０００円は２８万５０００円の増です。

６款１項町債１目総務債６４０万円は５０３０万円の減となります。

以上、補足説明といたしますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げま

す。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３２号の質疑を行います。
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歳入歳出一括して行います。

６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） まず、歳出についてです。

７２ページの委託料の建物附属設備保守管理委託料２４５万９０００円についてです。

６９万４０００円の増となっておりますが、伺いたいのは新たに設置しようとするスプ

リンクラーです。このスプリンクラーの保守管理といいますか、毎年、点検、管理の業務

が必要になるものなのか、それとも隔年でいいのかということを伺います。あわせまして、

今回の増額の要因がどこにあるのかも説明をいただければと思います。

そして、歳入にもかかるのですけれども、外来については全てにおいて増加傾向にあっ

て、大変いい傾向かなと思っております。

その上で入院収入の４６８万２０００円の減についてですが、単純にどれくらいの人数

が減になったのでしょうか。

それに関わって、歳出の８０ページの入院患者の寝具、給食についてです。

寝具については１０万８０００円の増になっていますけれども、今年度とほぼ同額です。

これらは分からないことですから、歳出にはなかなか反映はできないのかなと思いますけ

れども、入院患者の推移が分かれば示していただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 質問にお答えいたします。

まず、７２ページの委託料の建物附属設備保守管理委託料についてです。

議員がおっしゃられたとおり、この中には診療所の地下タンクの点検や暖房器具の点検

が入っているのですけれども、この中に消防用設備の点検委託料というものが入っており

ます。その点検委託料は毎年計上しているものなのですが、今回、令和５年度に設置した

スプリンクラーが今回の金額が増えた要因になっております。

例年、委託していますけれども、今まで、防災用の非常放送設備や消火器の点検、誘導

灯、火災報知機の点検をしていましたが、そのほかに新たにパッケージ型の消火施設の点

検が増えています。

次に、歳入の入院収入につきまして、令和５年度と令和４年度を対照したものが私の手

元にございますが、いかんせん、診療所の収入と患者の集計につきましては、２か月遅れ

で実績が上がってきまして、今、私の手元にあるのは１２月末の状況になります。

延べ入院患者数ですが、令和４年度１２月末で２０１２人、令和５年度が１５７３人で、

延べ人数にしまして４３９人の減少になっています。

なお、診療所では入院患者を拒むことは決してございません。逆に、ショートステイと

いいますか、短期で入院されるような方も極力受け入れるように所長が頑張ってくれてい

ますので、引き続き、入院患者の獲得について、野いちごと連携するほか、釧路市内の医

療機関などにかかっている入院患者で戻ってくる方がいるのであれば迎え入れられるよう

な体制はつくりたいと考えています。
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それに伴って、歳出の８０ページの寝具に要する経費と給食費についてです。

患者が入ってきたときに一から補正をかけるというより、当初予算で確保しておきたい

と考えておりますし、患者が増えるという期待も込めた予算になっておりますので、ご理

解をいただければと思います。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３２号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３２号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第３３号 令和６年度浜中町水道事業会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第７、議案第３３号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３３号令和６年度浜中町水道事業会計予算について、提案

の理由をご説明申し上げます。

予算第３条収益的収入及び支出の予算総額は、収入支出それぞれ１億９２９９万９００

０円としております。

収益的収入では、１款水道事業収益１項営業収益は、給水収益など、１億４１３９万１

０００円、２項営業外収益は、他会計補助金、長期前受金戻入益など、５１６０万８００

０円を計上しております。

収益的支出では、１款水道事業費用１項営業費用１億７２０９万１０００円は施設維持

管理費用と人件費など、２項営業外費用１７９０万８０００円は、企業債利息と消費税及

び地方消費税など、３項予備費は３００万円を計上しております。

次に、予算第４条資本的収入及び支出ですが、資本的収入では、１款資本的収入１項企

業債は、配水施設耐震化事業に伴う企業債として３億１６４０万円を計上、２項補助金は

６７６０万８０００円、３項工事負担金は４２５万９０００円を計上、資本的支出では、

１款資本的支出１項建設改良費は、水道メーター器更新工事、第３号配水池耐震補強工事、
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霧多布配水本管耐震化更新工事、応急給水タンク購入などで４億８０８万６０００円を計

上、２項企業債償還金は３７４８万６０００円の計上となっております。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５７３０万５０００円は、消費税及び地

方消費税資本的収支調整額２０００万円及び過年度分損益勘定留保資金３７３０万５００

０円で補塡するものであります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては上下水道課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 予算書９２ページをお開きください。

議案番号を３３と、次のページの提出日を６日と記入してください。

令和６年度浜中町水道会計予算について補足をご説明申し上げます。

予算書９２ページをお開きください。

第１条では、令和６年度浜中町の水道事業会計の予算は次に定めるところによるとして

おります。

第２条は、業務の予定量であります。給水戸数２１５２戸、年間給水量４７万８０００

立米、１日平均給水量１３１０立米です。

主な建設改良事業は予算説明資料で後ほど説明させていただきます。

第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めており、収入第１款水道事業収益１億

９２９９万９０００円、第１項営業収益１億４１３９万１０００円、第２項営業外収益５

１６０万８０００円、支出第１款水道事業費用１億９２９９万９０００円、第１項営業費

用１億７２０９万１０００円、第２項営業外費用１７９０万８０００円、第３項予備費３

００万円を計上しております。

第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めており、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額５７３０万５０００円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額２０

００万円及び過年度分損益勘定留保資金３７３０万５０００円で補塡するものとし、収入

第１款資本的収入３億８８２６万７０００円、第１項企業債３億１６４０万円、第２項補

助金６７６０万８０００円、第３項工事負担金４２５万９０００円、支出第１款資本的支

出４億４５５７万２０００円、第１項建設改良費４億８０８万６０００円、第２項企業債

償還金３７４８万６０００円を計上しております。

次に、９３ページをお開きください。

第５条では、令和５年度から２か年で実施しております第３号配水池耐震補強工事の総

額を５億２４６６万７０００円とし、年割額、令和５年度を２億５１７６万円、令和６年

度を２億９８９０万７０００円に定めようとするもので、詳細は１０３ページの継続費に

関する調書に記載のとおりであります。

第６条では、令和６年度に実施予定であります配水施設耐震化事業として、令和５年度

からの継続事業である第３号配水池の耐震補強工事、霧多布配水池の基幹管路である霧多
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布配水本管の耐震化更新工事、この二つの事業における企業債の限度額を総額３億１６４

０万円に定めようとするものであります。

第７条では、一時借入金限度額を３億１６４０万円に定め、第８条では、議会の議決を

経なければ流用することができない経費として職員給与費４８２８万７０００円、第９条

では、他会計からの補助金、一般会計からの補助を受ける金額は４０９４万３０００円と

し、第１０条では、たな卸資産購入限度額を２０００万円に定めようとするものでありま

す。

次に、９５ページをお開きください。

令和６年度予算実施計画の内訳につきましては、１０９ページ以降の予算説明書で説明

させていただきますので、省略させていただきます。

９７ページをお開きください。

令和６年度予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたします。

１の業務活動によるキャッシュ・フロー合計は８１５８万円の増加、２の投資活動によ

るキャッシュ・フロー合計は３億３６２１万９０００円の減少、３の財務活動によるキャ

ッシュ・フロー合計は２億７８９１万４０００円の増加、全てのキャッシュ・フローの合

計で２４２７万５０００円の増加となり、令和６年度資金期首残高１億７９９４万５００

０円と合わせ、令和６年度資金期末残高は２億４２２万円となる見込みでございます。

次の９８ページから１０２ページの給与費明細書については、支給基準が一般会計職員

と同様でありますので、説明を省略させていただきます。

ページを飛びまして、１０６ページをお開きください。

令和５年度予定損益計算書について説明いたします。

こちらは、令和５年度決算見込みの数字であります。

営業収益では、給水収益とその他の営業収益の合計は１億１６３０万９０００円、営業

費用の合計は１億７２３３万４０００円となり、営業の収支は５６０２万５０００円の損

失となります。

営業外収益の合計は６７９０万４０００円、営業外費用の合計は９４９万６０００円と

なり、営業外の収支は５８４０万８０００円の利益となります。この結果、令和５年度の

収支については、営業収支と営業外収支を合わせました２３８万３０００円が当年度純利

益の予定額となり、当年度未処分利益剰余金も同額の２３８万３０００円となる見込みで

あります。

次の１０７ページをお開きください。

令和５年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらも令和５年度決算見込みの数字であります。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は１５億４８１６万円、無形固定資産は

１４１万円で、固定資産の合計は１５億４９５７万円、流動資産合計は２億２８４万５０

００円で、資産合計は１７億５２４１万５０００円となります。
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次に、１０８ページをお開きください。

負債の部では、固定負債合計９億９８４４万９０００円、流動負債合計が７１５４万１

０００円、繰延収益合計は２億６７９５万９０００円で、負債合計は１３億３７９４万９

０００円、資本の部では、資本金合計３億４５４８万５０００円、剰余金合計６８９８万

１０００円で、資本合計は４億１４４６万６０００円、負債資本合計は１７億５２４１万

５０００円となり、資産合計と同額となります。

ページを戻りまして、１０４ページをお開きください。

令和６年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらは、令和６年度決算見込みの数字であります。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は１８億７０２３万５０００円、無形固

定資産は１４１万円で、固定資産の合計は１８億７１６４万５０００円、流動資産合計は

２億２４１２万円で、資産合計は２０億９５７６万５０００円となります。

次に、１０５ページをお開きください。

負債の部では、固定負債合計１２億９４５０万円、流動負債合計が７１６７万３０００

円、繰延収益合計は３億１２５５万６０００円で、負債合計は１６億７８７２万９０００

円、資本の部では、資本金合計３億４５４８万５０００円、剰余金合計７１５５万１００

０円で、資本合計は４億１７０３万６０００円、負債資本合計は２０億９５７６万５００

０円となり、資産合計と同額となります。

次に、１０９ページをお開きください。

令和６年度予算説明資料について説明いたします。

目、節については簡略化して説明させていただきます。

収益的収入第１款水道事業収益１億９２９９万９０００円は１２４万６０００円の増、

１項営業収益１億４１３９万１０００円は、１目給水収益として１３８９万７０００円の

増で、水道料金改定による増収を見込むものでございます。

２項営業外収益５１６０万８０００円は１２６５万１０００円の減、２目他会計補助金

４０９４万３０００円は１２５８万４０００円の減です。

次に、１１０ページをお開きください。

収益的支出第１款水道事業費用１億９２９９万９０００円は１２４万６０００円の増、

１項営業費用１億７２０９万１０００円は３６６万６０００円の減、１目浄水及び配水費

５７７０万３０００円は３７４万６０００円の減です。

なお、こちらの浄水及び配水費ですが、一般会計の地域水道費の予算審議でご説明した

とおり、水道事業の適正な運営のため、併用施設の経費をかんがい排水事業用水施設管理

に要する経費に移行させていただいたことにより、費用の多くが減額計上となっておりま

す。移行させていただいた経費の一部は水道事業の経費を含んでいることから、新たに負

担金の科目を設定させていただき、一般会計へ支出するものとさせていただきました。

それでは、浄水及び配水費の主な費用を説明させていただきます。
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通信運搬費１５６万円は、水道事業区域の中央監視用の専用回線使用料、委託料５４８

万２０００円は、各設備の点検委託料、水質検査委託料などを計上、修繕費３４０万１０

００円は、水道事業区域で突発的に発生する設備故障、漏水に対応する修繕費３００万円、

公用車の修理等で４０万１０００円を計上、動力費３６０万円は、水道事業区域の配水池

及びポンプ場の動力費を計上、例年計上しておりました薬品費は全て地域水道費へ移行し

たことにより皆減となっております。

負担金４０６０万３０００円は、地域水道運営負担金１０７万１０００円、かんがい排

水事業運営負担金３９５３万２０００円で、その経費のうち、水道事業に係る経費は一般

会計へ支出するため、新たに計上させていただいたものであります。

算出の根拠といたしましては、農業用水道事業と水道事業の供給の割合にさせていただ

いております。

次に、１１１ページをお開きください。

２目総係費５５４６万９０００円は１３０万２０００円の減、給料２３９１万５０００

円は６７万３０００円の増、手当１１３３万５０００円は２１万２０００円の増、法定福

利費９３０万５０００円は２０７万６０００円の減、委託料４０３万７０００円は３４万

１０００円の減で、水道料金徴収委託料、水道事業会計消費税確定申告業務委託料による

もの、賃借料１０８万７０００円は１万３０００円の減で、コピー借上料によるもの、賞

与引当金繰入額３１１万５０００円は２３万６０００円の増で、実績に伴い、令和７年度

の６月中に引き当てるものでございます。

次に、１１２ページをお開きください。

３目減価償却費５７８０万７０００円は１０６万３０００円の増で、構築物、機械及び

装置、工具、器具及び備品の増、車両及び運搬具の減となっております。

４目資産減耗費１１１万２０００円は３１万９０００円の増で、水道メーター器の減耗

であります。

２項営業外費用１７９０万８０００円は４９１万２０００円の増、１目支払利息及び企

業債取扱諸費１４０８万１０００円は４７５万４０００円の増で、主に企業債利息増によ

るものとなります。

次に、１１３ページをお開きください。

資本的収入第１款資本的収入３億８８２６万７０００円は１億９８万円の増、１項１目

企業債３億１６４０万円は９６８０万円の増で、予算第５条で説明のとおり、事業の財源

として記載を予定しているもので、建設改良費の財源の一部でございます。

２項１目補助金６７６０万８０００円は、令和５年度からの継続事業、第３号配水池耐

震補強工事４７３２万４０００円と霧多布配水本管耐震化更新工事２０２８万４０００円

で、生活基盤施設耐震化等補助金の予定額であります。

３項１目工事負担金４２５万９０００円は７０万４０００円の増で、水道メーター器更

新個数増に伴う下水道事業負担金増によるものでございます。
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資本的支出第１款資本的支出４億４５５７万２０００円は１億１３６９万６０００円の

増、１項建設改良費４億８０８万６０００円は１億９５６万３０００円の増、１目メータ

ー費１６５１万６０００円は３４３万３０００円の増で、水道メーター器更新件数増によ

るもの、２目配水施設費３億８４１０万１０００円は１億２０万６０００円の増で、第３

号配水池耐震補強工事令和６年度分予定額２億９８９０万８０００円、霧多布配水本管耐

震化更新工事８５１９万３０００円は昭和４９年度布設の霧多布配水池出口から榊町曹渓

寺裏手までの約３７７メートルを耐震管に更新する工事内容でございます。

３目工具器具及び備品７４６万９０００円は、災害等による断水が発生した場合、応急

給水活動に必要なトラック積載用の応急給水タンクを３台購入するもので、１．５トンタ

ンクを霧多布地区に１台、２トンタンクを茶内地区、浜中地区にそれぞれ１台ずつ配備す

るものでございます。

２項１目企業債償還金３７４８万６０００円は４１３万３０００円の増となります。

今後の企業債償還計画につきましては、議案関係資料２４をご参照ください。

以上、補足説明とさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３３号の質疑を行います。

収支一括して行います。

６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） １３３ページですが、令和６年度は本管３７７メートルを耐震管

に更新するという説明でありました。

そこで、６年度に事業を実施する期間、そして、それに伴う断水等の発生はないのかを

お聞きします。

また、耐震管に更新しなければならないものというのは総延長でどれくらいあるのか、

あわせて、現在まで更新されている率は何％くらいなのか、分かればお示しください。

そして、その下の応急給水タンクについてです。

災害時に霧多布、茶内、浜中に給水するためのタンクを購入するということであります

けれども、災害時に水道が断水したと考えたとき、タンクに入れる水をどこから供給する

と考えての配備なのか、よろしくお願いいたします。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 資本的支出の建設改良費、霧多布配水本管耐震化更新工事

の中身についてご説明いたします。

まず、工期ですが、今のところ、令和６年６月から１２月末までを予定しております。

また、これに係る断水はないかについてですけれども、こちらに防災貯留槽というもの

がございます。こちらは、霧多布配水池から流入したものがたまっているもので、榊町の

一部の更新をするために逆送りができます。ですから、工事による断水というのは発生し

ないと考えております。

次に、今後の更新の延長数についてです。
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まず、浜中町の水道事業における管路の耐震化率をお示ししたいと思います。

こちらは、令和４年度末の数字でございます。

公表している数字で言いますと、基幹管路というものがあります。メインになる管で、

浄水場から配水池までの送水管、そして、配水池から各供給域までの送水管、この２本を

基幹管路という位置づけでもって延長数を出しておりますが、現在、４０キロメートルと

８７３メートルとなっております。

それと、現在の耐震管及び適合性のある管と申しますけれども、その二つを合わせた延

長数が２３キロメートルと８１４メートルで、耐震化率でいいますと５８．２％となりま

す。

ただ、これはあくまでも基幹管路だけで計算したものです。

浜中町の水道事業の全延長数は１１８キロメートルありますので、全ての配水管を耐震

化率で割り出すともっと低くなり、全体の２１．８％となります。

今後、耐震化しなければならない管路を申しますと、先ほどの基幹管路の延長から現在

の耐震適合管の数字を引いた数字になりますけれども、１７キロメートルと５９メートル

で、基幹管路だけは１００％の耐震管率となるように更新していきたいと考えております

し、水道ビジョンの計画の中にも基幹管路の更新は進めていくという方針を持って計画を

立てております。

次に、応急給水タンクについてです。

応急給水タンク３台を配備し、仮に災害が起きたときに水はどこから持ってくるのだと

いうことでした。まず、１台は霧多布地区に配備しますが、防災貯留槽に１．５トンのタ

ンクを１台配備します。

まず、災害時は、水を確保するため、各区域に供給しているものを遮断します。送水管

で配水池に水が送られ、そこの出口として配水管があって、入ってきたのが出ていくとい

う水槽なのですが、その入り口と出口に緊急遮断弁というものがついていまして、それで

遮断します。そうして災害時でも水を確保できるといった設備になっております。

そして、タンクに給水するためには、消防用の給水活動用に消防用ポンプが防災貯留槽

には設置されておりまして、そのポンプを使ってタンクに供給ができます。

仮に停電が発生したとしても、防災貯留槽には非常用発電機が配備されておりますし、

２４時間以上の燃料も備蓄しております。そういったことで霧多布地区に関しては供給が

できるかなと思っています。

次に、茶内地区についてです。令和３年に完成しました茶内配水池も緊急遮断弁が流入

管、配水管ともについておりますので、同じ考えでもって供給ができます。

次に、浜中地区についてです。今、耐震補強をしておりまして、今年中に配水池の補強

が完成します。その補強の工事の中でも、今回、同じように緊急遮断弁を設計に盛り込ん

でおりますので、同じく遮断して水を確保できまして、そこでもタンクに供給は可能にな

ります。
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○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３３号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３３号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３３号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第３４号 令和６年度浜中町下水道事業会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第８、議案第３４号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３４号令和６年度浜中町下水道事業会計予算について、提

案の理由をご説明申し上げます。

予算第３条収益的収入及び支出の予算総額は、収入支出それぞれ３億９７１６万５００

０円としております。

収益的収入では、１款下水道事業収益１項営業収益は、使用料など、６２１２万３００

０円、２項営業外収益は、他会計補助金、長期前受金戻入益など、３億３５０４万２００

０円、収益的支出では、１款下水道事業費用１項営業費用３億７１００万円は、施設維持

管理費用と人件費など、２項営業外費用２５６６万５０００円は、企業債利息と消費税及

び地方消費税など、３項予備費は５０万円を計上しております。

次に、予算第４条資本的収入及び支出ですが、資本的収入では、１款資本的収入１項企

業債は、下水道ストックマネジメント修繕改築工事実施設計委託、漁業集落排水施設機能

保全工事及び資本費平準化に伴う下水道事業債として９９８０万円、２項国庫補助金は２

３８０万円、３項受益者分担金は６２万円、資本的支出では、１款資本的支出１項建設改

良費は、漁業集落排水施設機能保全工事、浜中町下水道ストックマネジメント修繕改築工

事実施設計委託業務で６０３９万６０００円を計上、２項企業債償還金は１億５６４０万

円であります。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９２５７万６０００円は、過年度分損益

勘定留保資金１５９２万９０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５
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４９万円、当年度分損益勘定留保資金７１１５万７０００円で補塡するものとしておりま

す。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては上下水道課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 予算書１１４ページをお開きください。

議案番号を３４、１１６ページの提出日を６日と記入してください。

令和６年度浜中町下水道事業会計予算について補足をご説明申し上げます。

第１条では、令和６年度浜中町の下水道事業会計の予算は次に定めるところによるとし

ております。

第２条は、業務の予定量であります。

１の特定環境保全公共下水道の接続戸数９１２戸、年間排水量１９万立米、１日平均排

水量５２０立米、２の農業集落排水事業の接続戸数５１４戸、年間排水量８万立米、１日

平均排水量２１９立米、３の漁業集落排水事業の接続戸数１３３戸、年間排水量３万立米、

１日平均排水量８２立米です。

各事業の主な建設改良事業は予算説明資料で後ほど説明させていただきます。

第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めており、営業費用中、負担金１２１万

円の財源に充てるため、企業債１２０万円を借り入れるものとし、収入第１款下水道事業

収益３億９７１６万５０００円、第１項営業収益６２１２万３０００円、第２項営業収益

３億３５０４万２０００円、支出第１款下水道事業費用３億９７１６万５０００円、第１

項営業費用３億７１００万円、第２項営業外費用２５６６万５０００円、第３項予備費５

０万円を計上しております。

次に、１１５ページをお開きください。

第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めており、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額９２５７万６０００円は、過年度分損益勘定留保資金１５９２万９００

０円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５４９万円、当年度分損益勘定留

保資金７１１５万７０００円で補塡するものとし、収入第１款資本的収入を１億２４２２

万円とし、第１項企業債９９８０万円、第２項国庫補助金２３８０万円、第３項受益者分

担金６２万円を計上、支出第１款資本的支出は２億１６７９万６０００円とし、第１項建

設改良費６０３９万６０００円は第２項企業債償還金１億５６４０万円を計上しておりま

す。

第５条では、企業債で、公営企業会計適用債１２０万円は、公営企業会計システムに係

る費用に充てるものとし、特定環境保全公共下水道事業６９７０万円は、資本費平準化債、

ストックマネジメント修繕改築工事実施設計委託業務に充てるもの、漁業集落排水事業１

０４０万円は資本費平準化債、漁業集落排水事業１９７０万円は資本費平準化債と機能保

全工事に充てるもので、これらの事業における企業債の限度額を総額１億１００万円に定
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めようとするものであります。

第６条では、一時借入金限度額を６７９０万円に定め、第７条では、議会の議決を経な

ければ流用することのできない経費として職員給与費１３８０万６０００円を計上するも

のです。

次に、１１６ページをお開きください。

第８条では、他会計からの補助金、一般会計からの補助を受ける金額は２億３０４万４

０００円に定めようとするものであります。

次に、１１８ページをお開きください。

令和６年度予算実施計画の内訳につきましては、１３１ページ以降の予算説明資料で説

明させていただきます。

１２０ページをお開きください。

令和６年度予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたします。

１の業務活動によるキャッシュ・フロー合計は１億７０１万７０００円の増加、２の投

資活動によるキャッシュ・フロー合計は３５９７万６０００円の減少、３の財務活動によ

るキャッシュ・フロー合計は５６５９万９０００円の減少、全てのキャッシュ・フロー合

計で１４４４万２０００円の増加となり、令和６年度資金期首残高２６１５万８０００円

と合わせ、令和６年度資金期末残高は４０６０万円となる見込みでございます。

次の１２１ページから１２５ページの給与費明細書については、支給基準が一般会計職

員と同様でありますので、省略させていただきます。

ページを飛びまして、１２８ページをお開きください。

令和５年度予定損益計算書について説明いたします。

こちらは、令和５年度決算見込みの数字であります。

営業収益の合計は５６９３万２０００円、営業費用の合計は３億５５８１万７０００円

となり、営業収支は２億９８８０万５０００円の損失となります。

営業外収益の合計は３億３８４５万７０００円、営業外費用の合計は２５１３万３００

０円となり、営業外の収支は３億１３３２万４０００円の利益となります。

特別損失の合計は５４７万５０００円の損失となります。

この結果、令和５年度の収支については８９６万４０００円が当年度純利益の予定額と

なり、未処分利益剰余金も同額の８９６万４０００円となる見込みでございます。

次に、１２９ページをお開きください。

令和５年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらも、令和５年度決算見込みの数字であります。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は６６億４６４２万円、無形固定資産合

計は１４万４０００円で、固定資産合計は６６億４６５６万４０００円、流動資産合計は

４０７４万３０００円で、資産合計は６６億８７３０万７０００円となります。

次に、１３０ページをお開きください。
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負債の部では、固定負債合計１２億４３７２万２０００円、流動負債合計が１億６３２

９万３０００円、繰延収益合計は３７億１３０８万６０００円で、負債合計は５１億２０

１０万１０００円、資本の部では、資本金合計１５億５８２４万２０００円、剰余金合計

８９６万４０００円で、資本合計は１５億６７２０万６０００円、負債資本合計は６６億

８７３０万７０００円となり、資産合計と同額となります。

ページを戻りまして、１２６ページをお開きください。

令和６年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらは、令和６年度決算見込みの数字でございます。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は６４億６６０８万円、無形固定資産は

１４万４０００円で、固定資産の合計は６４億６６２２万４０００円、流動資産合計は６

５４７万５０００円で、資産合計は６５億３１６９万９０００円となります。

次に、１２７ページをお開きください。

負債の部では、固定負債合計１１億８７１２万３０００円、流動負債合計が１億６３３

０万３０００円、繰延収益合計は３６億６７１万９０００円で、負債合計は４９億５７１

４万５０００円、資本の部では、資本金合計１５億５８２４万２０００円、剰余金合計１

６３１万２０００円で、資本合計は１５億７４５５万４０００円、負債資本合計は６５億

３１６９万９０００円となり、資産合計と同額となります。

続いて、１３１ページをお開きください。

令和６年度予算説明資料について説明いたします。

目、節については、前年度比較で増減が大きなものを説明させていただきます。

収益的収入第１款下水道事業収益３億９７１６万５０００円は８０４万３０００円の減、

１項営業収益１目使用料６２０７万３０００円は実績見込みで５５万１０００円の減、２

目その他営業収益５万円は科目設定、２項営業外収益３億３５０４万２０００円は７５４

万２０００円の減、１目受取利息及び配当金１０００円は科目設定、２目他会計補助金２

億３０４万４０００円は６４３万７０００円の減で、主に消費税の見込額２００万円の減

額と特別損失３９６万円の減額となっております。

３目長期前受金戻入益１億３０７８万７０００円は８１万６０００円の減で、漁業集落

排水施設機能保全工事による旧計装装置除却処分額などが減額要因となっております。

４目公営企業会計適用債１２０万円は３０万円の減で、公営企業会計システム保守及び

使用料に充てるものとなっております。

５目雑収益１万円は科目設定です。

次に１３２ページをお開きください。

収益的支出第１款下水道事業費用３億９７１６万５０００円は８０４万３０００円の減、

１項営業費用３億７１００万円は６１万５０００円の減、１目管渠費３０９９万２０００

円は１６６万４０００円の増、内訳としましては、通信運搬費１０４万２０００円は１７

万７０００円の増で、漁業集落排水施設機能保全工事に伴う通信料の追加によるもの、手
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数料５６７万７０００円は５７万８０００円の減で、主に清掃・カメラ調査費用の減額計

上となっております。

修繕料１４００万３０００円は４０２万４０００円の増で、主に霧多布マンホール汚水

ポンプ及び管渠の修繕によるものです。

動力費８１７万９０００円は１８５万３０００円の減で実績見込みによるもの、２目処

理場費８７６４万１０００円は２６万３０００円の減、内訳としまして、委託料５８３９

万３０００円は２７９万７０００円の増で、主にクリーンセンター運転管理委託料の労務

単価上昇によるもの、修繕料１０７万９０００円は２９７万２０００円の減、動力費１６

７２万５０００円は１１４万５０００円の減で実績見込みによるもの、負担金４６８万５

０００円は１１３万円の増で、水道メーター器取替え件数増によるもの、３目総係費１７

０１万６０００円は１２１万５０００円の減、給料６８３万９０００円は３９万７０００

円の増、手当２７１万円は６９万７０００円の減となります。

次に、１３３ページをお開きください。

法定福利費２６０万５０００円は５０万９０００円の減で、退職手当組合負担金の算定

方法の変更によるものでございます。

旅費７５万５０００円は１９万６０００円の減、負担金１７６万６０００円は３１万１

０００円の減、４目減価償却費２億３５１０万４０００円は９４万８０００円の減で、主

な減額要因としては、漁業集落排水施設機能の通信装置の除却によるものでございます。

次に、１３４ページをお開きください。

５目資産減耗費１４万２０００円は、漁業集落排水施設機能保全工事で機械及び装置を

除却することによるものでございます。

２項営業外費用２５６６万５０００円は３４６万８０００円の減、１目支払利息及び企

業債取扱諸費２３６６万５０００円は１４６万８０００円の減で、企業債利息の減による

もの、２目消費税及び地方消費税２００万円は２００万円の減で、令和６年度分の消費税

予定額を計上しております。

次に、１３５ページをお開きください。

資本的収入第１款資本的収入１億２４２２万円は１３９０万５０００円の増、１項企業

債１目建設改良企業債９９８０万円は３４５０万円の増で、予算第５条で説明のとおり、

事業の財源として起債を予定しているもので、建設改良費の財源の一部でございます。

２項１目国庫補助金２３８０万円は３７０万円の増で、社会資本整備総合交付金事業で

ある下水道ストックマネジメント修繕改築工事実施設計委託業務、下水道ストックマネジ

メント修繕改築計画管路調査委託業務及び漁村整備事業である漁業集落排水施設機能保全

工事の補助金予定額でございます。

３項１目受益者分担金６２万円は１５８万７０００円の減となります。

次に、１３６ページをお開きください。

資本的支出第１款資本的支出２億１６７９万６０００円は８２３万７０００円の増、１
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項建設改良費１目下水道事業整備費６０３９万６０００円は１０９９万６０００円の増、

工事請負費３６７０万円は１０３０万円の増で、各事業区域の公共ます新規設置工事が９

２０万円、漁業集落排水施設機能保全工事が２７５０万円となっております。

委託料２３６９万６０００円は６９万６０００円の増で、下水道ストックマネジメント

修繕改築工事実施設計委託業務が１４８９万６０００円、下水道ストックマネジメント修

繕改築計画管路調査委託業務が８８０万円となっております。

３項１目企業債償還金１億５６４０万円は２７５万９０００円の減となります。

今後の企業債償還計画につきましては議案関係資料２３をご参照ください。

次に、１３７ページをお開きください。

注記表です。

セグメント情報に関する注記です。

こちらのセグメント情報とは、売上げ、損益、その他の財務情報を事業の種類別によっ

て区分し、開示する情報です。

（１）の報告セグメントの概要としまして、当会計は、特定環境保全公共下水道事業、

農業集落排水事業、漁業集落排水事業の３事業を運営しており、事業区分、事業概要は表

のとおりでございます。

（２）の報告セグメントごとの営業収益等は、３事業の令和６年度決算見込みの予定損

益計算書及び予定貸借対照表の数値を簡略化して報告するものでございます。３事業を合

わせた合計では、営業収益５６４７万９０００円、営業費用３億６０５０万８０００円、

営業損失マイナス３億４０２万９０００円、経常利益７３４万８０００円、資産６４億６

６２２万４０００円、負債４９億５７１４万７０００円、他会計補助金２億３０４万４０

００円、減価償却費２億３５１０万４０００円、固定資産増加額５４９０万６０００円と

なっております。

以上、補足説明とさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３４号の質疑を行います。

収支一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 令和６年度浜中町水道事業会計予算説明資料の１３２ページの収

益的支出の営業費用の管渠費の修繕料２４００万３０００円についてです。

環境施設修繕料ということで、前年度比４０２万４０００円の増でありますが、この内

容について説明をいただきたいと思います。

次に、１３６ページの資本的支出の建設改良費の１目下水道事業整備費の工事請負費に

ついてです。

汚水管渠工事が９２０万円で、前年度と同額でありますが、この内容と漁業集落排水施

設機能保全工事２７５０万円は、前年度比１０３０万円の増であります。この工事の内容

についてお知らせをいただきたいです。
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○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） まず、１点目のご質問にお答えします。

管渠費の修繕費の関係です。

内訳を申しますと、霧多布マンホールポンプ所のポンプの修繕で５２６万９０００円を

計上しております。

こちらは平成１１年に設置されたマンホールポンプですけれども、経年劣化で故障する

兆候が現在見られておりますので、故障する前のビフォーメンテナンスということで新年

度に計上し、故障する前に修理させていただきたいということです。

次に、管路の修繕で、薬品注入による修繕２３４万３０００円についてです。

令和５年度中に交付金事業で漏水調査等をしていますけれども、それで判明した漏水箇

所について、今回、薬品注入で修繕していくといった中身です。

次に、令和６年度中に見込みで修繕が予想されております人口と汚水ますの修繕が６３

９万１０００円ございますが、それぞれ特環と農集と漁集を合わせた計上となっておりま

して、合わせて１４００万３０００円の計上です。

続いて、２点目の建設改良費の工事請負費です。

○議長（落合俊雄君） 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長い

たします。

続けてください。

○上下水道課長（南秀幸君） まず、工事請負費の汚水管渠工事９２０万円の内容をご説

明させていただきます。

内容としましては、公共ます設置工事の特環が５件分で３３０万円を計上、農集が４件

で２６４万円を計上、漁集が１件で６６万円を計上しております。それとは別に、漁集の

真空弁のユニット設置工事を今回計上しておりまして、１件２６０万円で、合わせて９２

０万円となっております。

そのうちの機能保全工事２７５０万円の工事の内容についてですけれども、令和元年度

に機能保全計画をつくっておりまして、それに沿った工事となります。

内容としましては、丸山散布地区、藻散布地区の真空ユニット警報装置の更新で、２０

か所ございまして、その合計で２７５０万円という計上となっております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 管渠施設の修繕料の霧多布マンホールポンプ所というのはどこに

あるのか、お知らせをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） ポンプの設置場所ですけれども、霧多布大橋の手前に設置

されておりまして、そちらのポンプを改修するということです。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 大橋といっても、大橋の手前にもう一つ橋があるのですが、場所
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は交差点の辺りですか。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 新川十字路にもポンプ場があるのですけれども、それとは

別で、霧多布大橋の手前に一つございます。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３４号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３４号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３４号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 閉会中の継続調査の申し出について

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第９、閉会中の継続審査の申出についてを議題とします。

各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から、目下委員会において調査中の事件

について、会議規則第７５条の規定によって、お手元にお配りした申出書のとおり、閉会

中の継続審査の申出がありました。

お諮りします。

各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

お諮りします。

ただいま町長から議案第３５号が提出されました。

これを日程に追加し、直ちに議題にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３５号を日程に追加し、直ちに議題とすることに決定いたしました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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日程第１０ 議案第３５号 浜中町税条例の一部を改正する条例の制定について

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１０、議案第３５号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３５号浜中町税条例の一部を改正する条例の制定について、

提案の理由をご説明申し上げます。

このたびの改正につきましては、地方税法等の一部を改正する法律が令和６年２月２１

日付で公布されたことに伴い、浜中町においても所定の措置を講じるものであります。

一部改正の主な内容ですが、町民税において、令和６年能登半島地震災害に係る雑損控

除額等の特例を新設するほか、特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の

特例において、法律改正に合わせた条文の整理を行うなど、法改正に伴う所要の改正を行

うものであります。

なお、施行期日につきましては公布の日からとしております。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３５号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 質疑なしと認めます。

これから議案第３５号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３５号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３５号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

閉 会 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。

したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会は閉会することに決定しました。

これをもって令和６年第１回浜中町議会定例会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

（閉会 午後 ５時０６分）


